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Beyond 5G 推進コンソーシアム 企画・戦略委員会 

ビジョン作業班（第４回）議事要旨 

 

 

１．日 時： 令和３年７月 20日（火）15:00～18:00 

２．場 所： ウェブ会議（WebEx） 

３．出席者： 

中村主査（NTTドコモ）、 

ビジョン作業班 小西リーダー（KDDI）、永田サブリーダー（NTTドコモ）、 

技術作業班 中村リーダー（富士通）、下西サブリーダー（NEC）、 

WP5D対応 Ad hoc 菅田主査（KDDI）、武次副主査（NEC）、 

ほか、通信事業者、メーカ等、計 74名 

（事務局）総務省移動通信課新世代移動通信システム推進室 

井出室長、江原課長補佐、丸橋係長、守屋係長、杉山官 

 

４．議事要旨 

冒頭、会議開催に先立ち、小西リーダーから挨拶があった。 

 

（１）前回会合（第３回）の議事要旨について 

事務局から、資料１ ビジョン作業班第３回議事要旨について説明。修正があれば、７

月 23日までに事務局へ連絡してほしい旨説明。 

 

（２）提案各者の説明について 

提案各者からユースケースのプレゼンテーションを行った。質疑応答は以下のとおり。

なお、提案各者から申し出があった場合は、発表資料及び内容は省略することをメンバー

で確認した。 

 

① 社会福祉法人善光会 宮本氏『介護現場の DXと 2030年を見据えた展望』 

医療未来学者奥氏：実際どのくらいの介護を担う人間がロボットに置き換わると想定

しているか。 

善光会宮本氏：約３～４割の業務が置き換わると予想している。しかし、クリエイティ

ブな要素も多いため、介護の仕事が全てロボットに置き換わることはない。定常的な

業務がスマート化できると考える。特別養護老人ホームの利用者：職員の配置割合

は、全国平均は２：１だが、弊社は 2.8：１であり、数字としても表れている。 

KDDI 菅田氏：介護を受ける側の人間に対して、個人の感情とのチューニングをどこま

で AIで行うのか。また、個々にしようとすると情報量が膨大になることが予想され

るが、どのように管理していく予定か。 
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善光会宮本氏：今の AIは、今まで職員が目視で確認しなければならなかった情報を感

知している。個々人に合わせたチューニングは想定していない。例えば、ベッドのず

れや心拍数を測る際に活用している。データ量の増加は、現状でも課題になっている

ため、今後改善に期待したい。弊社だけでなく、プラットフォームを活用するなど業

界全体で取り組んでいる動きもある。 

三菱電機長谷川氏：DX 化によって、現状の介護が楽になるのか、それとも介護のやり

かたそのものが変わるのか。 

善光会宮本氏：両方を想定。現在の仕組みについても見直しが必要であるが、介護のあ

り方そのものが、この５～10年間に変わる可能性はある。 

 

② 東日本旅客鉄道株式会社 天内氏『「空間自在」プロジェクトについて』 

鉄道総研中村氏：実証実験のポイント。WEB会議との違いを教えてほしい。 

JR 東日本天内氏：離れた場所でチーム同士の会話が可能か、生産性が上がるか、感情

の揺らぎや無表情の時間が少なくなるかといった点について焦点を当てた。実験の

結果、会議の生産性が上がり、感情をフィードバックしやすい点がポイントであっ

た。 

KDDI 菅田氏：リアル空間とバーチャル空間を相互にうまくつなぎあわせることが必要

だと感じた。 

JR 東日本天内氏：不動産開発は建物という容積の中でしか事業が成立しないため、そ

の容積を如何に増やすかが重要。そのためにバーチャル空間の活用は非常に有効。一

方で、リアル空間では、より付加価値があるものを構築したい。バーチャルとリアル

が競い合えるような環境が理想。 

 

③ 一般社団法人日本 CFA協会 塚本氏『2030年の金融』 

科学技術振興機構高島氏：CBDC（中央銀行デジタル通貨）が一般的になると、クレジッ

トカードや電子マネーも不要になるのではないか。手元資金がある人は、分割払いも

しないと思うため、クレジットカードも不要になるのではないか。 

CFA協会塚本氏：そういう流れになると思う。クレジットカードは分割払いなど手数料

が取れる分野に注力するのではないか。 

小西リーダー：証券取引について。グローバル化が進むにつれて、競争優位性が何から

導かれると想定しているか。 

CFA協会塚本氏：超高速取引が増えてきているが、フラッシュクラッシュ（事務局注・

株式市場等における瞬間的な暴落のこと。）のような事案が頻発することは良くない。

取引が速くできれば良いというものでもなく、安心安全に取引が担保されているこ

とが、取引所としては重要なので、スピードのみで競争優位は決まらないと思う。ま

た、上場している企業の魅力を高めるようにすることも大切。 

 

④ 株式会社フジテレビ 清水氏『６Ｇ×2030年のテレビ』 
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中村主査：８Ｋや高解像度、AR、VR の話がなかった。あまり将来の展望として重要で

はないと感じているのか。 

フジテレビ清水氏：８Ｋについても、高度な技術で来るべき進歩ではあるが、個人的に

はイノベーションの軸ではそこまで必要と感じていない。AR、VR は５Ｇの世界でも

当たり前になると思い、あえて話に出さなかった。今回は６Ｇの視点で考えた。 

中村主査：デバイスへの展望は如何。 

フジテレビ清水氏：理想はデバイスがなくても、窓ガラスに投影したり、衣服をデバイ

スにしたりすること。いつでもどこでもデバイスでつながる世界が理想的である。い

つでもどこでもデバイスを使わずに 360度投影できる技術が主流になると予想。 

 

⑤ 医療未来学者 奥氏『医療 ＷＩＴＨ ６Ｇ』 

中村主査：医療に関する個人データの扱いに関する規制や医療機関内でのシェアにつ

いての規制があると思うが、今後はどのように変化するとお考えか。 

医療未来学者奥氏：情報がどこまで行き届くか分からない点に注意が必要。個人の医療

情報が海外企業へ流出し、悪用されてしまうことへの懸念は根強くある。数年前に、

ようやくクラウド上に医療データを保管してもよいと制度が変わったところであり、

個人データを病院の中のみに留めなければならないという状況は解消された。これ

は、患者が受診する時点で、一定の制約下で最低限の個人データが活用されることに

合意したという基本的な考えによるもの。 

 

（３）ディスカッション（各者の説明や白書の目次案）について 

本日のプレゼンテーション内容について質疑応答や意見交換を行った。内容は以下のと

おり。 

 

中村リーダー：金融業界に関し、技術面でより改善してほしい点はあるか。 

CFA協会塚本氏：ビッグデータはあるものの、データを活用しきれていない現状がある。

今後も、ビッグデータを活用することが求められる。 

CTC佐藤氏：企業間、異業種間を超えて、データの流通や交換が発生し得るかどうか皆

に聞きたい。 

CFA協会塚本氏：実際の事例では、人間ドックと生命保険の保険料の計算に使われてい

る。生命保険料に関して言うと、今後、より個人にマッチした情報や保険料の提示が

できるようになると思う。 

医療未来学者奥氏：生命保険料に関しては制度の面が関係している。今の日本では、国

民保険と個人の保険が不完全な形でオーバーラップしている。技術的な面では、デー

タを共有することは可能だと思うが、高いコストをかけてまで行うことではないと

思う。 

善光会宮本氏：介護と医療は切れない関係だが、使っているシステムが介護と医療では

異なる。介護システムの情報そのままでは、医療には使えず、連携ができていない。
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情報のやり取りについても、紙や FAX でやりとりをしているため、非常にコストが

かかる。介護から医療、又はその逆に情報を連携しても歯抜けのデータになることも

多いため、今後改善する必要がある。 

三菱電機長谷川氏：本日の話は日本特有のものか、国際的に共通の話か。 

フジテレビ清水氏：2021 年の状況の説明は、日本に関する話。海外では、日本と比べ

チャンネル数が多く、放送法の規制等が大きく異なる場合もある。例えば、ドイツで

は、同時再送信として５Ｇで映像コンテンツを伝送する実証実験も進められている。

日本の場合は、チャンネル数が多くないこと、また、日本語という言葉の壁もあるこ

とから、2030 年でも今のビジネスモデルのままでやっていける部分もあるのかなと

は個人的に思う。ただ、日本は今後人口減少が進むことから、デジタルと海外に積極

的に打って出ないといけないと考えており、海外向けにフォーマットセールスを行

ったり、海外と共同でドラマ制作をしたりといった取組を進めていくこともフジテ

レビではすでにかなり力を入れている。 

JR 東日本天内氏：日本と比較すると海外の方が拠点を分散化する動きが活発である。

海外では、Amazon のように拠点を複数構える動きも見られるが、日本のように小規

模で過密な状態は、より通信の発展に期待ができる。５Ｇから６Ｇに変わることによ

って、人間が知覚できる範囲を技術が超えることはあるのか。 

フジテレビ清水氏：テレビでは、知覚できないかもしれないが、映画館のような大きな

モニターでは、より精彩に見える。５Ｇ、６Ｇが発展することで、通信速度やスマー

トフォンなどのデバイスでより精彩に見えるようになることは良いことだと思う。 

医療未来学者奥氏：本日提示したものは国際的な課題と想定している、しかし、制度の

違いにより、日本の課題はそのまま海外の課題とイコールではない。介護保険は、ま

だ見直しの余地がある制度に見えるため、自動化、ＡＩ技術の活用によりコストを削

減することは重要。医師法も非常に古い制度のため、今後時代の動きに制度側がつい

ていけない点が考えられる。 

日本 CFA 協会塚本氏：日本はキャッシュレスの動きが海外と比べて遅い。日本は全て

のサービスが満遍なくあるため、新しいサービスに移行するのが遅いように感じる。 

 

（４）今後のワークショップと白書執筆の進め方について 

小西リーダーから、資料３ 白書の目次案について説明。目次案の業界ごとの執筆担当

者（案）を提示。担当の変更希望があれば、７月 26 日の週中に連絡してほしい旨説明。

質疑応答は以下のとおり。 

クアルコム武田氏：各者のプレゼンを聞いて作成すると思うが、発表内容によっては、

情報があまりないものがある。その場合、どのように作成するべきか。 

永田サブリーダー：あくまで各者のプレゼンは参考のため、必ずプレゼン内容を白書に

盛り込まなければならないわけではない。 

中村リーダー：作業スケジュールを今一度確認したい。 

小西リーダー：８月に目次案、12月に 0.5版、３月に 1.0版を作成予定。 
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永田サブリーダー：８月に目次案、分野を決め、各者に内容について相談したい。12月

末までに一旦、各者にドラフト版を作成してもらって全員で確認したい。 

中村リーダー：承知した。 

 

（５）その他 次回会合について 

事務局から７月 27日（火）に第５回ビジョン作業班を白書分科会と合同開催である旨説

明した。 

 

以 上  
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Beyond 5G 推進コンソーシアム 企画・戦略委員会 

ビジョン作業班（第５回）議事要旨 

 

 

１．日 時： 令和３年７月 27日（火）15:05～15:45 

     （本会議は同日 15：00～18：00 の白書分科会と合同開催） 

２．場 所： ウェブ会議（WebEx） 

３．出席者： 

中村主査（NTTドコモ）、 

ビジョン作業班 小西リーダー（KDDI）、永田サブリーダー（NTTドコモ）、 

技術作業班 中村リーダー（富士通）、下西サブリーダー（NEC）、 

WP5D対応 Ad hoc 菅田主査（KDDI）、武次副主査（NEC）、 

ほか、通信事業者、メーカ等、計 73名 

（事務局）総務省移動通信課新世代移動通信システム推進室 

井出室長、江原課長補佐、丸橋係長、守屋係長、杉山官 

 

４．議事要旨 

小西リーダー、永田サブリーダーから資料２ビジョン作業班の目次案・執筆の分担案

について説明。質疑応答は以下のとおり。 

 

中村リーダー：１セクション当たりのページ数の想定はあるか。 

小西リーダー：特段ないが、業界によって、文量が異なることが想定される。白書全体で

100ページと仮定すると、ビジョン作業班 50 ページ、技術作業班 50ページをイメージ

している。 

中村リーダー：承知した。技術作業班でも同様の議論が生じると思うため、作成時適宜相

談したい。 

小西リーダー：偏りがないように調整したい。 

中村主査：本文にはある程度のエッセンスを記載し、詳細は参考資料で盛り込むことも

考慮すべきでないか。 

小西リーダー：承知した。 

鉄道総研中村氏：執筆担当者を削除した白書の項目案をいただけないか。エディターの

連絡先は事務局に伺えばよろしいか。 

小西リーダー：執筆担当者を伏せたものを展開するように調整する。エディターの連絡

先はリーダー陣又は事務局に聞いてもらえばよい。 

三菱電機小崎氏：メールベースで議論する際に、セクション間の整合をとるイメージか。 

小西リーダー：然り。 

NEC 古賀氏：国際委員会が担当する 11 月頃開催される予定の国際カンファレンスでは、
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日本語版の白書を発信するという認識でよいか。 

小西リーダー：国際会議では、白書作成中の旨は発信するが、白書の細かな中身の説明を

する訳ではない。発表資料はリーダー陣で相談の上、作成していくことになろう。 

ソフトバンク横田氏：ワークショップでプレゼンがない業界は、仮設を立てて執筆する

ということか。 

小西リーダー：然り。 

中村リーダー：白書作成時は、日本語、英語どちらで作成してもよいか。 

小西リーダー：基本的には日本語。どうしても英語で作成したい企業がいれば、この場で

教えてほしい。 

華為日本朱氏：日本語版、英語版どちらも作成予定。 

ノキア小野沢氏：日本語版、英語版どちらも作成予定。整合性を合わせる場合、英語版が

あるとやりやすいため、英語版がある場合は共有いただきたい。 

エリクソン本多氏：日本語版で作成予定。会社の都合で英語版を作成する場合もある。 

クアルコム内野氏：言語は未定。社内で検討予定。 

永田サブリーダー：基本は日本語版で作成し、英語版がある場合は、同時に提出してもら

う。 

中村リーダー：全体目次５章の分担、期日、分担はいつ決定する見込みか。 

小西リーダー：技術作業班にも参加してもらう予定なので、適宜議論して決定したい。 

中村リーダー：承知した。図など、もともと英語で作成している場合、わざわざ日本語に

戻す作業を行うのか。 

小西リーダー：その場合は、英語のままでよい。 

中村主査：日程については、適宜技術作業班と共有して進めていただきたい。 

 

 

 

 

以 上  
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第2研究グループ 総括主任研究官 富澤 宏之
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第1調査研究グループ 総括上席研究官 星野 利彦
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産学連携、大学ベンチャー、地域イノベーション
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科学技術予測・政策基盤調査研究センター センター長 伊神 正貫
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第11回科学技術予測調査の概要

4



➢ 1971年から約5年ごとに実施、今回は11回目。

➢ 科学技術基本計画や研究助成プログラム等の検討の基礎資料。

➢ 1990年代までは科学技術の未来予測が中心。2000年代以降は社会的な視点
を取り込みシナリオを示す方向に発展

イノベーション25

1970-80
年代

1990
年代

2000-

1971-1997
第１～６回技術予測調査

2001
第７回技術予測調査

2005
第8回科学技術予測調査

2010
第9回科学技術予測調査

2010-

夢ビジョン2020
2015

第10回科学技術予測調査

2015-

科学技術予測調査科学技術基本計画科学技術政策

1995 科学技術基本法

1996- 第１期科学技術基本計画

2001- 第2期科学技術基本計画

2006- 第3期科学技術基本計画

2011- 第4期科学技術基本計画

2020-

キャッチアップ段階

移行期

重点化

課題解決型、バック
キャスト型へのシフト

科学技術政策と
イノベーション政策
の一体化

2016- 第5期科学技術基本計画

2017～
第11回科学技術予測調査科学技術基本計画等への貢献

ニーズ
志向型

社会
ビジョン
提案型

社会課題
解決型

シーズ
志向型

5

科学技術予測調査の歴史



第11回科学技術予測調査の全体像

6

2040年2030年2020年

科学技術の未来像
（デルファイ調査）

科学技術発展
による社会の
未来像
（シナリオ）

2050年

望ましい
社会の
未来像

社会の未来像
（ビジョニング）

科学技術
発展の

中長期展望

➢ ターゲットイヤーは2040年（調査対象としては2050年までを展望）。

➢ AI関連技術等のICTを情報収集・分析に積極的に活用（自然言語処理など）。

➢ 社会の未来像 及び 科学技術の未来像 を検討。
それらを基に、科学技術発展による社会の未来像として基本シナリオ 及び
クローズアップ科学技術領域 を作成。

「科学技術の未来像」検討
（デルファイ調査）

「科学技術発展による社会の
未来像」検討

基本シナリオ

「社会の未来像」検討

未来につなぐ
クローズアップ
科学技術領域

情報 情報

科学技術や社会のトレンド把握

ワークショップ等に
よる50の未来像 702の科学技術トピックの

アンケート

Society 5.0
の先のシナリオ

8つの
横断・融合領域

第11回科学技術予測調査 速報版：2019年7月公表
第11回科学技術予測調査 総合報告書：2019年11月公表

本日主に
ご紹介する内容



第11回科学技術予測調査の結果概要

7

Humanity

50の未来像と4つの価値

InclusionSustainability

Curiosity

社会の未来像（ビジョニング）

702の科学技術トピック
(7分野59細目）

科学技術の未来像（デルファイ調査）

科学技術発展による社会の未来像
（基本シナリオ）

科学技術や社会のトレンド把握（ホライズン・スキャニング）

社会の未来像

人間らしさを再考し、
多様性を認め共生する

社会

カスタマイズと全体最適
化が共存し、自分らしく
生き続けられる社会

リアルとバーチャルの調和
が進んだ柔軟な社会

人間機能の維持回復と
デジタルアシスタントの

融合による
「個性」が拡張した社会

無形・個人 無形・社会

有形・個人 有形・社会

人間性の再興・再考
による柔軟な社会

世界の未来（14カ国・
機関）・地域の未来
（6カ所、延べ約340
名）・日本社会の未来
（約100名）を検討
する各ワークショップ

産学官の専門家への
アンケート調査
第1回：6697名
第2回：5352名

未来につなぐクローズアップ科学技術領域
（分野横断・融合のポテンシャルの高い8領域）

人工知能関連技術（自然言語処理等）

専門家の知見による判断

シナリオ・ワークショップ

その他 特定分野に軸足を置く8領域



科学技術の未来像（デルファイ調査）
の概要
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第11回科学技術予測調査（科学技術の未来像）

科学技術の未来像の検討方法（デルファイ調査）

➢ 科学技術全般にわたる中長期的な発展の方向性について、専門家の知見を得ることを
目的として実施。

➢ 2040年をターゲットイヤーとし、2050年までの30年間を展望。

➢ 分野別分科会（7分科会、計74名）にて、702の科学技術トピックを設定。

➢ ウェブアンケートにより、専門家（約5000人）の見解を収集・分析。

◆ 調査分野

①健康・医療・生命科学
②農林水産・食品・バイオテクノロジー
③環境・資源・エネルギー
④ICT・アナリティクス・サービス
⑤マテリアル・デバイス・プロセス
⑥都市・建築・土木・交通
⑦宇宙・海洋・地球・科学基盤

◆ 科学技術トピック

2050年までの実現が期待される研究開発
課題 計702件（7分野59細目）

◆ 質問項目

重要度、国際競争力、実現見通し、
実現に向けた政策手段

◆ アンケート期間

1回目：2019年2月20日～3月25日
2回目：2019年5月16日～6月14日

◆ アンケート回答者

1回目：6697名
2回目：5352名

＊回答を収れんさせるため、同一回答者に同一設問を繰り返す
デルファイ法により実施。2回目は、回答者に1回目の集計結果を
示して再考を求めた。

［2回目回答者の内訳］
年代）20代:2% 30代:20% 40代:36%

50代:27% 60代:12% 70代:3%
性別）男性:86% 女性:13% 無回答1%
所属）企業:10% 大学等:69% 公的機関:17%

その他:4%
職種）研究開発:87% マネジメント:5% その他:9%分野

細目

細目

・
・

トピック

トピック

・
・

9



科学技術トピックの実現状況ー実現した事例

天・海・冥王星周辺への無人機器によ
る探査が行われる。（1971年調査、
当時の実現予測：1999年）
＜実現年＞
天王星・海王星：1980年代
冥王星：2010年代

20インチのテレビの厚さが10ｃｍ以内
に納って、壁にかけられるテレビが普及す
る。（1977年調査、当時の実現予
測：1993年）
＜実現年＞
20インチ薄型テレビ：1990年代

任意の場所から送受信可能なポケット・
テレホンが実用化される。（1982年調
査、当時の実現予測：1992年）
＜実現年＞
超小型携帯電話：1990年代

ヒト染色体のＤＮＡの全塩基配列が
決定される。（1986年調査、当時の
実現予測：2002年）
＜実現年＞
解読完了宣言：2000年代

出典：科学技術・学術政策研究所調べ

注）実現年はそれぞれ以下が実現した年を根拠に記載
○○星の探査：探査機が最接近した年
テレビ・携帯：要求スペックを満たすものが商品として販売された年
ゲノム解析：終了宣言がなされた年 10



デルファイ調査
結果例：各分野において重要度の高い科学技術トピック

11

分野 科学技術トピック（各分野の重要度の高い2件） 重要度＊ 国際
競争力＊

科学技術的
実現時期**

社会的
実現時期**

健康・医療・生
命科学

老化に伴う運動機能低下の予防・治療法 1.56 0.55 2028 2030

アルツハイマー病等の神経変性疾患の発症前バイオマーカーに基づく、発症予
防および治療に有効な疾患修飾療法

1.55 0.54 2032 2035

農林水産・食
品・バイオテクノ
ロジー

人間を代替する農業ロボット 1.35 0.59 2026 2029

人工衛星・気象観測データ等を活用したリアルタイムの高空間・高時間解像度
気象予測と災害リスク評価システム

1.33 0.80 2028 2030

環境・資源・
エネルギー

電気自動車のための交換不要な長寿命かつ低コストの二次電池 1.48 0.98 2029 2032

線状降水帯・ゲリラ豪雨による都市洪水、高潮、地盤沈下等の人口密集地にお
ける統合的水管理技術

1.36 0.90 2028 2029

ICT・アナリティ
クス・サービス

農業の生産性、人手不足・担い手不足の解消を抜本的に改善するAI、IoT、
ロボット等技術

1.57 0.27 2029 2031

重要インフラ、自動車などの制御システムや個人用IoT機器・サービスに対し不
正な侵入を防止する技術

1.56 0.24 2028 2029

マテリアル・デバ
イス・プロセス

エネルギー密度1kWh/kg以上、出力密度1kW/kg以上（自動車なら現行
の大きさ・重量で航続距離が500kmに相当）の性能をもつ高容量高出力電
池

1.50 0.91 2030 2032

体内情報（薬物動態、癌マーカー、感染、その他血液成分）をモニタリングす
るウェアラブルデバイス

1.32 0.58 2028 2031

都市・建築・土
木・交通

インフラの点検・診断の信頼性向上や負担軽減を図るために、現場で利用可
能な非破壊検査技術

1.53 0.80 2025 2026

詳細な都市計画を可能にする精度の高い災害ハザードマップの作成技術 1.51 0.99 2027 2028

宇宙・海洋・地
球・科学基盤

日本国内の全活火山に対し、次に噴火しそうな、もしくはしそうにない火山を見
い出すための切迫度評価

1.51 0.91 2031 2033

高解像度シミュレーションとデータ同化により、100m以下の空間分解能で数時
間後の局地豪雨、竜巻、降雹、落雷、降雪等を予測する技術

1.50 1.05 2027 2029

＊非常に高い（+2）、高い（+1）、どちらでもない（0）、低い（-1）、非常に低い（-2）としてスコアを算出。
**科学技術的実現時期：所期の性能を得るなど技術的な環境が整う時期。 社会的実現時期：実現された技術が製品やサービス等として利用可能な状況となる時期。

➢ 高齢化、人手不足、災害対応、インフラ点検など、社会課題対応のトピックが上位に挙がる。



分野 トピック 科学技術 社会

ICT・アナリティクス・サービス 全ての選挙がインターネット上で実施可能となるレベルのネット上での個人認証技術 81% 90%

ICT・アナリティクス・サービス
すべての経済取引を電子化する技術（すべての貨幣が電子マネーとなって現金が消滅し、
貨幣経済の仕組みが根本から変わる）

77% 81%

ICT・アナリティクス・サービス
一般生活者が日常生活で行う決済の総額の30%以上を、中央銀行がコントロールせずブ
ロックチェーン技術で管理される仮想通貨で行うようになる

71% 78%

ICT・アナリティクス・サービス
機械（AI、ロボット）と人間の関係について社会的合意に達する（新たな機械三原則が
確立され、法的整備も進み、機械が人間と協調的に共存する安定した社会・経済システム
が実現する）

68% 71%

ICT・アナリティクス・サービス
分散台帳技術やスマートコントラクトなどの活用による、知的財産の流通における中央機関
のない自律分散化

66% 73%

ICT・アナリティクス・サービス
個人の社会活動や企業の経済活動を、ほぼ100%キャッシュレス（暗号通貨含む）に実
現できる、セキュアで効率的、かつ安心感を持てる経済基盤（金融機関だけでなく、商店、
個人まで）

65% 77%

都市・建築・土木・交通 都市部で人を運べる「空飛ぶ車・ドローン」 64% 80%

健康・医療・生命科学
プレシジョン医療の実現や医療の質向上に資する、ICチップが組み込まれた保険証等による
病歴、薬歴、個人ゲノム情報の管理システム

64% 74%

ICT・アナリティクス・サービス
AI技術などを活用した法令文書自動作成・変更システム（法令文書が紙媒体前提からリ
ンクトデータなどを活用するデジタル媒体前提に変わることによる）

64% 77%

ICT・アナリティクス・サービス
地域における公共交通網の維持や、物流分野の変革を実現する、自動走行、ドローンなど
多様な移動手段、およびそれらの管理・運用支援技術

63% 75%
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＊科学技術的実現に向けた政策手段として、「法規制整備」が選択された割合（「科学技術」列）が高い上位10件を抽出。併せて、社会的
実現に向けた政策手段として同選択肢が選択された割合（「社会」列）を示した。科学技術的実現とは、所期の性能を得るなど技術的な環境
が整うこと、社会的実現とは、実現された技術が製品やサービス等として利用可能な状況となること。

➢ 科学技術的実現に向けて法規制整備の必要性が高い上位10件のうち、ICT関連が
8件を占める。

➢ 社会的実現に向けては、必要性がさらに高まる。

第11回科学技術予測調査（科学技術の未来像：デルファイ調査）

法規制整備の必要性が高いトピック



分野 トピック 科学技術 社会

健康・医療・生命科学
新生児期からのゲノム情報の活用のためのELSI（倫理的・法的・社会的課題）の解決
策

70% 73%

ICT・アナリティクス・サービス
機械（AI、ロボット）と人間の関係について社会的合意に達する（新たな機械三原則が
確立され、法的整備も進み、機械が人間と協調的に共存する安定した社会・経済システム
が実現する）

62% 69%

健康・医療・生命科学
動物の胚とヒト幹細胞由来細胞のキメラ胚（動物性集合胚）から作出されるヒト移植用
臓器

61% 69%

健康・医療・生命科学
プレシジョン医療の実現や医療の質向上に資する、ICチップが組み込まれた保険証等による
病歴、薬歴、個人ゲノム情報の管理システム

60% 67%

健康・医療・生命科学 先天性遺伝子疾患を対象とした安全性の高い子宮内遺伝子治療法 58% 71%

ICT・アナリティクス・サービス
ブロックチェーン技術を用いた、出生から現在に至るまでの健康・医療・介護等情報の紐づ
けデータに基づく、健康維持システム（未病社会を実現）

56% 67%

健康・医療・生命科学
ゲノム・診療情報、およびウェアラブルセンサーやスマートデバイスにより得られる生体・行動情
報を継続的に収集した健康医療データベース（大規模コホート研究の推進に資する）

56% 64%

健康・医療・生命科学
次世代ゲノム編集技術による、遺伝子修復治療や単一遺伝病の治療を広汎に実現する
遺伝子治療法

55% 72%

農林水産・食品・バイオ 遺伝子改変技術を利用した異種移植が可能な医用モデルブタ 54% 69%

ICT・アナリティクス・サービス
AIが普及し、大半の業務を自動化することができるようになることで、現役世代の約30%が
働かない社会となる

50% 52%

ICT・アナリティクス・サービス
法規制のもたらす社会・経済的インパクトの推定を可能とする、個人や集団が置かれている
状況把握のリアルタイム化を含む、適切な助言やリスクの提示を行うシステム（政策助言シ
ステム、高度医療助言システムなどを含む）

50% 50%
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第11回科学技術予測調査（科学技術の未来像：デルファイ調査）

ELSI対応の必要性が高いトピック

➢ 科学技術的実現に向けて倫理的・法的・社会的課題（ELSI）対応の必要性が
高いのは、遺伝子・ゲノム・生殖関連、個人情報関連、及び、AI・ロボットとの共存
など。

➢ 社会的実現に向けては、必要性がさらに高まる。

＊科学技術的実現に向けた政策手段として、「倫理的・法的・社会的課題への対応」が選択された割合（「科学技術」列）が高い上位
11件を抽出。併せて、社会的実現に向けた政策手段として同手段が選択された割合（「社会」列）を示した。科学技術的実現とは、所期
の性能を得るなど技術的な環境が整うこと、社会的実現とは、実現された技術が製品やサービス等として利用可能な状況となること。



・社会の未来像
・科学技術発展による社会の未来像
について
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第11回科学技術予測調査（社会の未来像）

社会の未来像の検討方法

➢ 科学技術や社会のトレンドを踏まえ、2040年に目指す社会像を得ることを目的として実施。

➢ 多様なステイクホルダーの参加によるビジョンワークショップを開催。世界の未来像及び地域の
未来像も参照し、日本社会の未来像を検討。

国際ワークショップ
(2017.11)
14か国・機関
(日本を含む)の
約60名が参加

ビジョンワークショップ(2018.1)
多様なステークホルダー
約100名が参加

地域ワークショップ(2016～2018）
地域（全国6か所）・総合(東京）・学会連携の
ワークショップを実施、延べ約340名が参加

現在

Sustainability

Inclusion

Humanity

安心安全・
社会基盤

健康・暮らし
エネルギー
環境

ものづくり
サービス

フロンティア

従来型成長からの脱却
個の価値の尊重

ゆとり・やすらぎ

地域の未来像

世界の未来像

日本社会の未来像人口増 食料・エネルギー制約

アジア・アフリカが世界のセンター

Curiosity

など

SDGs

OECD/
Going Digital

などコミュニティ力 ゆとりある暮らし

15
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第11回科学技術予測調査（社会の未来像）

世界の未来像の検討－国際ワークショップ結果

科学技術発展の光と影（質の高い生活⇔格差）

力が巨大IT企業に移行、国家と企業のパワーバランスが崩れる。国家は、企業に対する責任と国民に
対する責任のバランスのジレンマに直面する。

技術とAIの普及で所得格差・社会格差がなく
なり、ロボットと拡張現実がコミュニティ間の距離
を縮め、新たなユートピアが誕生する

技術により人間の心身の能力が高まる。こうした
技術にアクセスできる人やIT企業が勝者になり、
アクセスできない人や技術の導入が遅れた国は
敗者になる

気候変動・資源問題への対応
合成食品により各国の食糧安全保障が
実現する。食の安全、アレルギー対策、
抗生物質への取り組み、標準化に重点。

気候変動の緩和に失敗するが、炭素捕
捉・貯蔵技術等により変動の緩和・逆転
が進みはじめる。

大規模なサイバー攻撃によりエネルギーシ
ステムが数週間停止し、これを受けてより
強靭なシステムが構築される。

他の惑星にも人間が住めるようテラフォー
ミングが進められ、地球上の全ての人が
勝者になる。

精神科医、データ専門家が勝者になる一方、ス
キル再教育が遅れた労働者は敗者になる。世
代間の対立や暗号通貨の崩壊が、不確定要
素になる。

ビッグデータ革命、オープンデータ、予測活動、
オープンサイエンスに促され証拠に基づく科学技
術政策が進展する。

ウェアラブル技術で人々の情報を共有できるよう
になる。

医療のパラダイムシフト
AIと技術変化により医療のパラダイムシフトが起こり、バー
チャル病院が登場する。

技術進歩により、医療サービスが供給過剰になる。移植
などの新たな医療により平均余命が延び、新たな問題や
責任が生まれる。

人間とサイボーグの格差が生じる。少数の企業
がデジタルインフラを管理し、人間の価値を判定
する。価値が低いとみなされた人間は追放され、
これが激変の脅威につながる。

コミュニティが管理するデジタルインフラが登場し、
学習に自由にアクセスできる。AIが人間の創造
性を支援し生産性を高めるため、人間は労働
時間が減り、より多くの自由と高い生活の質を手
にする。

社会の分断
社会が若者と高齢者に分裂し、権利を
奪われ取り残された若者が革命を起こす。

ワークショップ開催概要
開催日：2017年11月30日～12月1日
参加者：約60名（うち海外22名（13か国））

シンポジウム開催概要
開催日：2017年11月29日
講演：12名（8か国/機関）



第11回科学技術予測調査（社会の未来像）

地域の未来像の検討－地域ワークショップ結果

地域ワークショップ

開催：2016～2018年、全国6か所で実施
関連して、総合ワークショップ、学会連携ワーク
ショップを実施

参加者：約340名

• 医療に頼らない健康コミュニティ
• 医療機会の平等
• ストレスの少ない社会
• 地域の魅力の再開発
• 稼げる農林水産業
• 誰もが学び続けることができる

健康・暮らし

• 必要な時に行きたい場所に自分で行ける
• 環境に優しい行動に価値を見出す
• 真の高効率実現
• エネルギーの地産地消
• 家の建替えなしで、快適に暮らす
• 豊かな自然を維持・活用

環境・エネルギー

• ゆるく繋がるネットワーク社会
• グローカルな新産業で世界が注目
• 生活中心の働き方へ
• 次世代型観光で地域を楽しむ
• 地域資源を活かした研究・教育で人を呼ぶ
• 新世代の少子高齢社会

ものづくり・地方創生

• 移動ストレスフリー
• 人と技術が奏でるやさしい社会
• 無駄な空間なんてない
• 吸引力～まちの魅力が人を引き寄せる～
• まちが人を育てる
• ちょうどいい田舎

安全安心・インフラ
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第11回科学技術予測調査（社会の未来像）

ビジョンワークショップの開催

日本社会の未来像を検討するビジョンワークショップを
開催

◆目的

• 社会の変化、科学技術の進展、社会と科学技
術の関係性の変化など、様々な変化の可能性
を踏まえて、2040年の社会を描く。

• 科学技術イノベーション政策の方向性に関する
議論の基となる、2040年の社会を描く。

◆開催 2018年1月

◆参加者

• 産学官の関係者100名が、10グループに
分かれて議論し、各５個ずつ、計50個の
望ましい日本社会の未来像を提案

◆検討事項

• 現在のトレンドの共有
• 望ましい日本社会の未来像とその内容の検討

18



第11回科学技術予測調査（社会の未来像）

社会の未来像における4つの価値と50の未来像

➢ ビジョンワークショップ結果を基に、50の日本社会の未来像を取りまとめ。

➢ 未来像を４つの価値（Humanity/Inclusion/Sustainability Curiosity）に
集約。

異なる特徴を持つ人的なものが、個々
の特徴の価値を理解し、つながることを
通じて、進化を続ける社会

誰でもクリエーター社会

脱空間社会

ぴんぴんコロリ社会

IoTにより災害に対す
る備えが十分な社会

市民自らが社会課題
を解決する社会

超データエコノミー社会

安心・満足・健康社会

江戸銭湯社会

“換”社会

“超”成熟社会

不確実性の下で持続
可能なエネルギー・環境

資源永久循環社会

想定外を吸収できる
社会

ネオサステナビリティを
実現した社会

不滅の好奇心によって
新世界を目指す社会

脱GDP社会
寿命選択制社会

分散型発電が最適化
されている社会

生き方、人間らしさ、機械社会と人間、
自動化、日本人らしさ、文化、幸福、
コミュニティの価値が増す社会

資源、エネルギー、食料、環境、
循環、災害対策、市民活動が
重要視される社会

新しい技術と社会・
人間との新しい関係
が構築される社会

変わりゆく暮らし・コミュニティ

Curiosity 不滅の好奇心

変わりゆく個人の生き方

生物への回帰

“超”成熟社会

暮らし方多様化社会

アナログ健康長寿社会

野性味社会

人間性拡張した社会

超運命社会

超人間社会：身体を
制御し拡張する社会

人間・機械融合社会

超ロボット社会

“楽”社会

Japan as platform

ボーダレス社会

総活躍社会

多次元社会

個人の価値観と多様
性に寛容な社会

時空を超え繋がる社会

インクルーシブ社会
移動と物流の高度化

Humanity 変わりゆく生き方 Inclusion
誰一人取り残さない

Sustainability
持続可能な日本

探究心、活動空間の拡大
が重要視される社会

多重人格社会

時空を超え繋がる社会

ユビキタス生活社会

超生物社会

AND人間の育つ社会

高齢者のモチベーション
を創出・保障する社会

労働の多様化社会

資源不足に
不安のない社会

多様性を担保した上
で科学技術を最大限
に活用する社会

ヒトの育て方

超高齢化でイノベーショ
ンを起こす社会

次世代IoTによる
超低炭素社会

まとまらないことで
まとまっている社会

多重人格社会

サステナビリティ
(海洋活用)
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第11回科学技術予測調査 科学技術の発展による2040年の社会

「人間らしさを再考し、多様性を認め共生する社会」

特定の感染症への感染の有無や感染
者の他者への感染性、未感染者の感
受性を迅速に検知・判定する、汚染区
域や航空機内等でも使用可能な超軽
量センサー（2029/2031）

個人の体験を、感覚情報
のみならず、その時の心理
状態なども含めて生々しい
肌感覚として記録し、それ
を編集・伝達・体験・共有
できるようにするメディア
（2030/2033)

発話ができない人や動物
が、言語表現を理解した
り、自分の意志を言語に
して表現したりすることを
可能にするポータブル会話
装置（2031/2034）

遠隔で、認知症などの治療や介
護が可能になる超分散ホスピタ
ルシステム（2028/2030)

画像認識と音声認識が融合
した、映画音声のリアルタイム
自動翻訳（2027/2029)

高齢者や視覚障がい者
が安心して自由に行動で
きる情報を提供するナビ
ゲーションシステム
（2025/2028)

誰もが遠隔地の人やロボットの動作の一
部もしくは全身を自在に操り、身体の貸
主や周囲の人と協調して作業を行うこと
ができる身体共有技術（2030/2033)

小都市における100％再生エ
ネルギーのスマートシティ化を実
現する、スマートグリッド制御シ
ステム（2029/2033)

（科学技術的実現時期/社会的実現時期）
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第11回科学技術予測調査 科学技術の発展による2040年の社会

「リアルとバーチャルの調和が進んだ柔軟な社会」

人工衛星・気象観測データ
等を活用したリアルタイムの高
空間・高時間解像度気象予
測と災害リスク評価システム
（2028/2030)

教育にAI・ブロックチェーンが
導入され、学校法人の枠を
超えた学習スタイルが構築さ
れ、生涯スキルアップ社会の
実現（2028/2032)

非定形の文章・会話から所望
の情報を抽出できる自然言語
処理技術（2026/2029)

運動や記憶、情報処理、自
然治癒など、人の心身におけ
る各種能力を加速・サポート
するための、センシング・情報
処理・アクチュエーション機能
が統合された超小型HMIデ
バイス（2029/2032)

自動運転トラクタ等による無人農
業、IoTを利用した精密農業の
普及と、それらを通じて取得した
環境データ等に基いた環境制御
システム（2026/2027)

量子情報通信技術の発展により、
ICTシステムの安全性の根拠が、
既存の暗号技術に基づくものから、
量子技術等に基づく新たな安全
性のフレームワークへ置換
（2031/2035)

誰もが遠隔地の人やロボットの動
作の一部もしくは全身を自在に
操り、身体の貸主や周囲の人と
協調して作業を行うことができる
身体共有技術（2030/2033)

過去の自分自身や偉人、遠隔
地の人、ビデオゲームのキャラクタ
などと競うことが可能な、実空間
上での自然な情報提示による
ARスポーツ（2028/2030)

レベル5の自動運転
（2030/2034)

重要インフラ、自動車などの制御システムや個人
用IoT機器・サービスに対し不正な侵入を防止す
る技術（2028/2029)

（科学技術的実現時期/社会的実現時期）
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第11回科学技術予測調査 科学技術の発展による2040年の社会

「人間機能の維持回復とデジタルアシスタントの融合による“個性”が拡張した社会」

血液による、がんや認知症
の早期診断・病態モニタリ
ング（2027/2029)

匠の技能の計測とモデリング
を通じ、暗黙知を自動的に
アーカイブ化するシステム
（2026/2029)

橋梁などのコンクリート構造物
のユニット化による、現場での
組み立ての自動化
（2026/2027)

3Dプリンティング技術を用い
た再生組織・臓器の製造
（2031/2034)

全ての皮膚感覚の脳への
フィードバック機能を備えた
義手（2032/2036)

初心者でも使える機械学
習活用基盤の普及
（2024/2025)

人間を代替する農業ロ
ボット（2026/2029)

体内情報をモニタリングするウェアラブ
ルデバイス（2028/2031)

（科学技術的実現時期/社会的実現時期）
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第11回科学技術予測調査 科学技術の発展による2040年の社会

「カスタマイズと全体最適化が共存し、自分らしく生き続けられる社会」

従来の大量生産技術と同
等の生産性を有する付加製
造技術（2027/2030)

三品産業、サービス産業、
物流産業に作業用ロボット
が広く普及することによる、無
人工場、無人店舗、無人
物流倉庫、無人宅配搬送
の実現（2026/2029)

小型電子機器類、廃棄物・
下水汚泥焼却飛灰からレア
メタルを合理的に回収・利用
する技術（2028/2031)

人工肉など人工食材をベー
スに、食品をオーダメイドで製
造する3Ｄフードプリンティン
グ技術（2028/2030)

50MW級洋上浮体式風力
発電（2028/2032)

CO2の還元による再資源化
をエネルギー効率20%以上
で可能とする、光還元触媒
および人工光合成
（2036/2039)

経年劣化・損傷に対する自己
修復機能を有し、ビル等の建
築構造物の機能を維持できる
構造材料（2033/2035)

経済的かつ大規模安定供
給可能な長期の水素貯蔵
技術（2032/2034)

太陽光・風力発電の余
剰電力を用いた水素製
造（2027/2031)

電気自動車のための交換不
要な長寿命かつ低コストの二
次電池（2029/2032)

都市部で人を運べる「空飛ぶ
車・ドローン」（2029/2033) 局地的短時間豪雨の高精

度予測に基づく斜面崩壊およ
び土構造物のリアルタイム被
害予測（2027/2029)

（科学技術的実現時期/社会的実現時期）
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第11回科学技術予測調査（科学技術発展による社会の未来像）

倫理的・法的・社会的課題対応の具体項目（有識者ヒアリング結果）

基本シナリオワークショップのまとめ 追加意見聴取結果

項目 シナリオに記された留意点 具体的な論点（検討すべき事項）例

個人情報の
扱い

• 健康状態モニタリングにおけるプライバシーとセキュリティ
• 個人データの保護、プライバシー侵害と自己認識の崩壊
• 遺伝子情報・精神状態等の機微情報の保護

• 社会の共通利益と自己決定・選択のバランスについての社会的合意
• 個人の自由度をどこまで認めるかの取り決め

心身操作の
倫理

• 人体操作・改造と人間の尊厳の対立
• 心身操作の社会的受容
• 個性の喪失、平等化の副作用として生じる社会不安

• 心身操作が生む格差についての議論
• 様々なデータが人間の行動に影響を与える中、自己決定とはどういうことかの議論

データの管理・
利用

• データの悪用等によるパニック発生
• データの管理権の所在

• 重要インフラの依存関係（弱点）の変化を継続的にチェック
• 公平性、透明性、信頼など、法規制の前提となる事項の社会的合意
• 質のよいデータを作り、共有するプラットフォームの構築
• 膨大なデータを有効に利用することに対する社会の理解

トレードオフ • 持続的サービス利用のためのインフラのメンテナンス・コスト
• 費用負担（公か個人か）
• 最適化と冗長性のトレードオフ

• リスクとベネフィットのバランスについての社会的合意
• 複雑化するトレードオフ関係の整理

権利と責任 • 個人欲求のコントロール
• 市民教育（リテラシー問題）
• 空間や上空の権利（ドローン輸送に景観問題等）
• 事故発生時の対応

• 事故の責任所在の明確化
• 自己決定/自由競争と責任に関する社会的合意
• 個人が情報を基に自分で判断できる教育、個人判断の集積から社会合意に至る仕組み
• 被害者救済策の検討

医療倫理 － • 先進的な高額医療の費用負担、保険制度カバー範囲の設定
• 診断・検査結果の情報提供に伴うケアの仕組み

人間関係の
変化

• 人とアバター（自分の分身）との存在意義の衝突
• コミュニティの閉塞化や分断
• 健康改善によるさらなる高齢化

• 多様な価値観による議論を通じた、共有できる物語の形成

技能の維持 • ロボットで代替される技能系職業の駆逐や発展停止
• データ化・標準化の困難な匠の技やサービスの維持

－

全般 － • ソフトロー（ガイドライン、指針等）の活用により、ハードロー（法令、条約等）と技術の
間を埋める

• 科学技術を受け入れた社会から、科学技術へのフィードバック
• 社会課題対応研究の意義の認識と予算配分措置
• 想定され得る大きな将来課題・問題を前提とした検討
• 留意点の対応・対策検討を担う人材育成・確保
• 入れ替わりの早い海外（β版を出しダメなら次へ）への対応
• 社会の包括的デザイン



第11回科学技術予測調査（科学技術発展による社会の未来像）

まとめ：サイバーとフィジカルが融合した未来

➢ 【人間性の再興・再考による柔軟な社会】

✓ 人間らしさを再考し、多様性を認め共生する社会
✓ リアルとバーチャルの調和が進んだ柔軟な社会
✓ 人間機能の維持回復とデジタルアシスタントの融合による「個性」が拡張した社会
✓ カスタマイズと全体最適化が共存し、自分らしく生き続けられる社会

社会の未来像

人間らしさを再考し、
多様性を認め共生する社会

感情や体験の共有、コミュニケーションにより
相互理解を進め、互いを尊重して共生する。

カスタマイズと全体最適化が共存し、
自分らしく生き続けられる社会

個人の欲求を満たしつつ資源の適正配置・
循環を実現し、非常時にも柔軟に対応する。

リアルとバーチャルの調和が進んだ
柔軟な社会

膨大なデータを蓄積・共有・活用し、
仮想空間と現実空間を使いこなす。

人間機能の維持回復と
デジタルアシスタントの融合による

「個性」が拡張した社会

身体機能の拡張や個人の特性に合った
健康管理により、個々人が活躍の幅を広げる。

無形・個人

人間性の再興・再考
による柔軟な社会有形・個人

無形・社会

有形・社会

多言語・
非言語ナビ

体験伝達
メディア

生体適合
材料

AI活用
(技能保持)

ロボット・
ヒューマンマシン
インタフェース

リアルタイム
モニタリング

エネルギー
システム

個別化技術

など など

など など

25
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第11回科学技術予測調査（科学技術の未来像：デルファイ調査）

各分野において国際競争力の高い科学技術トピック

分野 科学技術トピック（各分野の国際競争力の高い2件）
＊先頭数字は、科学技術トピックのID番号

重要度* 国際
競争力*

科学技術的
実現時期**

社会的
実現時期**

健康・医療・生
命科学

63:iPS細胞等の幹細胞から樹立された細胞等を活用した、動物モデルに代替す
る、感染症治療薬を開発するための効果・副作用試験法

0.95 0.81 2028 2029

5:生体中での機能を再現可能な多能性幹細胞由来の人工臓器やオルガノイド
を使った、薬効・安全性評価技術

1.10 0.75 2028 2030

農林水産・食
品・バイオテクノ
ロジー

146:人工衛星・気象観測データ等を活用したリアルタイムの高空間・高時間解
像度気象予測と災害リスク評価システム

1.33 0.80 2028 2030

121:高齢社会を意識したフードミクスの考え方に基づく多様な機能性食品 1.10 0.80 2027 2029

環境・資源・
エネルギー

213:エネルギー効率が50%の自動車エンジン 0.94 1.09 2029 2031

227:電気自動車のための交換不要な長寿命かつ低コストの二次電池（寿命
15年・コスト0.5万円/kWh以下）

1.48 0.98 2029 2032

ICT・アナリティ
クス・サービス

344:マルチコアファイバ・シリコンフォトニクスなどの、革新的に大容量かつ高密度収
容可能な光通信技術

1.07 0.82 2027 2028

335:自立した生活が可能となる、高齢者や軽度障害者の認知機能や運動機
能を支援するロボット機器と、ロボット機器や近距離を低速で移動するロボットの
自動運転技術

1.47 0.78 2028 2030

マテリアル・デバ
イス・プロセス

475:水素社会を目指して、貴金属使用量が触媒劣化を考慮した上で、対
2018年比で10分の1以下となる燃料電池

1.23 0.94 2032 2033

412:炭化ケイ素（SiC）、窒化ガリウム（GaN）を更に超える電力・動力用高
効率パワー半導体

1.18 0.92 2029 2033

都市・建築・土
木・交通

587:高層ビル・免震ビルの長時間長周期地震動に対する応答制御 1.33 1.16 2026 2028

581:アクティブ騒音制御等を用いて、新幹線の時速360kmでの連続走行時に
騒音の環境基準（住宅地で70dB(A)以下）を満たす技術

0.83 1.10 2027 2029

宇宙・海洋・地
球・科学基盤

697:地球上のどこでも18桁の精度での時間測定が実現し、地殻・地下水の変
動やマグマだまりの移動の計測（ジオイド計測）が可能となる、光ファイバーを使
用した光格子時計のネットワーク

0.74 1.11 2030 2033

659:宇宙における物質・反物質の非対称性の起源の解明 0.53 1.07 2033 －

＊非常に高い（+2）、高い（+1）、どちらでもない（0）、低い（-1）、非常に低い（-2）としてスコアを算出。
**科学技術的実現時期：所期の性能を得るなど技術的な環境が整う時期。
社会的実現時期：実現された技術が製品やサービス等として利用可能な状況となる時期。 27



科学技術トピックの実現状況－実現率

◆ 実現状況調査（2009年12月実施）

◆ 調査実施から20年以上経過した第1回調査(1971)から第5回調査(1992)の科学技
術トピックについて、その時点での実現有無（実現年は問わない）を第9回デルファイ調
査分科会委員が評価

• 約７割のトピックが実現

• 全体を通じて、実現率が高いのは、ライフサイエンス、環境など、低いのは、エネルギー、
交通など。

0 20 40 60 80 100

第１回（1971年）

第２回（1977年）

第３回（1982年）

第４回（1987年）

第５回（1992年）

実現したトピックの割合（％）

実現 一部実現

＊「一部実現」とは、要求されている内容の一部が実現したことを指す。

0 20 40 60 80 100

材料･プロセス

情報・エレクトロニクス

ライフサイエンス

宇宙

素粒子

海洋・地球

鉱物・水資源

エネルギー

環境

農林水産

生産

都市・建築・土木

通信

交通

保健・医療

社会生活

対象全課題

実現したトピックの割合（％）
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第11回科学技術予測調査の検討体制

◆ 科学技術予測調査検討会及び分野別分科会を設置。

◆ 科学技術予測調査検討会：分野横断的な視点から、調査の基本方針の検討及び結果
取りまとめに向けた検討。

◆ 分野別分科会：デルファイ調査を担当。科学技術トピックの設定及びアンケート結果分析等。

科学技術

予測調査

検討会＊

健康・医療・生命科学分科会

農林水産・食品・バイオテクノロジー分科会

環境・資源・エネルギー分科会

ICT・アナリティクス・サービス分科会

マテリアル・デバイス・プロセス分科会

都市・建築・土木・交通分科会

宇宙・海洋・地球・科学基盤分科会

（座長）
濱口道成
科学技術振興機構理事長

（副座長）
須藤亮
産業競争力懇談会専務理事、
内閣府プログラム統括

福井次矢 聖路加国際病院院長

（分科会座長）

亀岡孝治 三重大学教授

矢部 彰 新エネルギー・産業技術
総合開発機構ユニット長

越塚 登 東京大学情報学環長

榎 学 東京大学教授

藤野陽三 横浜国立大学
上席特別教授

雨宮慶幸 高輝度光科学研究
センター 理事長

（分科会計 74名）

（計 11名）

＊平成30(2018)年度は「科学技術予測委員会」
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第11回科学技術予測調査（社会の未来像）

未来像の概要（Humanity, Curiosity）

誰でもクリエーター社会
複数の仕事をこなし、限界削減
費用ゼロのサービスと最低限の生
活を営む。データ等のやりとりで個
人が欲しいものをリーズナブルに製
造する。

ぴんぴんコロリ社会
個人に対応した医療やウェアラブ
ル健康センサにより、予防的な医
療が進展する。それにより健康寿
命が延伸し、入院や病死の概念
がなくなる。 安心・満足・健康社会

予防医学のアプローチが進展する。
脳機の解明、健康状態モニタリン
グ、早期診断、治療技術の発達
により、自立して暮らす。

寿命選択制社会
生体計測技術の進歩や遺伝子
への工学的操作により、人が自ら
の自由意思で自らの寿命を事前
に選択し、それに従い生涯を全う。

変わりゆく個人の生き方

“超”成熟社会
社会の仕組みと人の行動様式が
大きく変化する。単純重労働から
の解放、健康寿命の延伸、自由
時間の拡大が起こる。

暮らし方多様化社会
職業も居住地も多様化する。人
生二毛作時代となり、マルチトラッ
ク社会となる。

アナログ健康長寿社会
世代を超えた小さいコミュニティが
受け皿となる。健康管理は自宅
健康診断で行われ、健康な人に
はインセンティブが与えられる。

人間性の拡張した社会
データを知識化できる人・組織に
富が集中する。一方、「リアル」、
「切り離されていること」にも価値
が見出される。VR・AR・AIをベー
スとした新しい生きがい社会が生
まれ、自由を獲得することを最上
位の目的とする。

超運命社会
身体拡張によりハンディキャップを
克服するとともに、寿命という定め
にも挑戦する。

超人間社会：
身体を制御し拡張する社会

人間生来の機能を良好に維持す
ると共に、生来の機能を超越する
技術融合が起こる。自分の状態
を把握でき、苦痛を伴う運動や生
活習慣改善が不要になる。

人間と機械が融合する社会
脳神経と外部データの接続や脳
へのチップ埋込みなどにより、人間
の能力を飛躍的に向上する。知
的活動や感情面において機械が
人間の役割をスムーズに行う。

多重人格社会
バーチャル空間の拡張を通じて人
格が複数存在するようになり、そ
れらを使い分ける社会となる。また、
所属する国や組織も複数になる。

AND人間の育つ社会
リアルとバーチャルの両方の体験を
有する「AND人間」が育つ。

ヒトの育て方
AIと共存する教育や様々な変化
に対応できる教育がなされる。地
域の大学がより身近な存在となり、
知識の再分配が図られる。

江戸銭湯社会
匿名性と地域性が両立する稀有
な空間としての銭湯と、「顔の見
える関係」「広い意味での家族と
してのコミュニティ」が互助社会とし
て成立する。

新しい技術と社会・人間との
新しい関係が構築される社会
技術と人間との新たな関係が
構築される。新技術の利便性
とリスクが浸透し、意識すること
なく機械と共存する。

変わりゆく暮らし・コミュニティ

生物（リアリティ）への回帰
AIの進展の中でリアルの価値が
高まるとともに、地域の自立、地
域資源の見直し、自然回帰が改
めて注目される。

野性味社会
人の野性を生かした、自然と調和
する社会となる。自分で歩いたり
考えたりすることが高い価値を持つ。

超ロボット社会
ロボット技術が高度に進展し、も
はやロボットと人間を外形的にも
内面的にも区別することが不可
能となり、ロボットに人権が認めら
れる。

“楽”社会
重労働の多くがロボットにより省
力化する。バーチャル空間で１
人の人間が複数エージェントとし
て活動する。人間の内面や主観
に配慮した、人間に寄り添った製
品が生み出される。

時空を超えて繋がる社会
五感を伝え、遠く離れた人同士
がリアリティをもってつながる。個人
のパーソナルデータログを活用し、
物理的なハンディキャップを超えて
仮想的な存在が再現される。

超生物社会
“AI格”が付与されるが、人間＞
AIの関係性は確保される。VR/ 
AR空間での生活時間が拡大す
る。

労働の多様化社会
AI、ロボット、ICT等により、在宅
勤務が主となる。テレビ電話やネッ
ト・VR会議などの普及で、仕事の
ために人が移動しなくなる。

まとまらないことでまとまっている
社会

自分の価値観に合う生き方を追
求するものの、社会全体としては
調和がとれた社会が成立する。

Humanity 変わりゆく生き方

脱空間社会
宇宙空間にも活動域が拡がる。

サステナビリティ（海洋活用）
太平洋に面する日本が、平和的な手段で海
洋資源及び海洋空間の利活用に積極的かつ
国際協調的に取り組む。

不滅の好奇心によって新世界を目指す社会
月で資源開発・エネルギー産生、太平洋外洋
牧場など、宇宙・深海・バーチャルに関する大
航海時代が到来する。

Curiosity 不滅の好奇心
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第11回科学技術予測調査（社会の未来像）

未来像の概要（Inclusion, Sustainability）

IoTにより災害に対する備えが十分な社会
高度化するICTを防災面に応用して効果的
な対策を取ることにより、災害に対する備え・
安全性が向上する。

市民自らが社会課題を解決する社会
科学技術の方向性を市民が考え、専門家
は技術の有用性を評価するようになる。マル
チステークホルダーのガバナンスが成立する。

超データエコノミー社会
ローコストなソフトウェアとデータ流通サービス
を通じて、ヒト・モノ・コト・エネルギーのインテ
グレーションが実現する。レギュラトリーサイエ
ンス整備、グローバルな経済関係構築がな
される。

“換”社会
資源をどれだけ高い変換効率で生産に結び
付けるかを競い合う社会となる。また、地上で
の様々な活動が海中や空中など他の空間に
も拡大する。

“超”成熟社会（環境保全）
社会の仕組みと人の行動様式が大きく変化
する。利便性や生産性の向上と環境保全と
が両立する。

不確実性の下で持続可能なエネルギー・環境
全体最適化が実現する。セクター間・異業種
連携により、脱炭素化や資源効率性を高め
る循環型社会となる。

資源永久循環社会
厳しい資源環境制約を克服し永久に循環で
きる技術が求められる。意識や価値観の変
化も生じ、社会に浸透する。

想定外を吸収できる社会
シミュレーション技術などにより意思決定の支
援を受けながら、想定外は起こり得る前提で
予め長期的視点で対策を講じる。

ネオサステナビリティ実現社会
温暖化ガスを排出しないエネルギーが産生さ
れる。すべての海産物の養殖や合成食により
栄養と環境負荷のバランスが保たれる。社会
インフラは移動可能となる。

脱GDP社会
GDPを豊かさの指標とする考え方から転換す
る。大量消費サイクルから抜け出し、CO2排
出量の削減を達成する。幸福感の形成を支
援するデジタル経由の価値が流通する。

分散型発電が最適化されている社会
再生可能エネルギーの大量導入など、個人
宅で環境に配慮した発電が行われ、個別発
電の最適化がなされる。

Diversity Inclusion

Japan as platform
帰属意識やユーザーメリットをコンテンツとして
提供する形で日本の魅力がサービス化される。
グローバルなファンから少額投資を受け入れる
プラットフォーム制度ができる。

ボーダレス社会
言葉の壁がなくなり、国境が曖昧になる。その
一方で、文化の壁はより明確になる。移民や
ロボットの普及が人口減の対応に本格的に
寄与する。

総活躍社会
モノからコトへのシフト、サービスデザイン、地域
の価値が見直され、創造的な仕事が増加す
る。成果や貢献度が正しく評価される。

多次元社会
バーチャル国家が多数生まれ、人は複数の帰
属先やペルソナ、アイデンティティを持つ。

個人の価値観と多様性に寛容な社会
国・地域・コミュニティ・宗教などの相互理解が
進み、その結果多様性をもった寛容な社会が
実現する。

時空を超えて繋がる社会
五感を伝え、遠く離れた人同士がリアリティを
もってつながる。個人のパーソナルデータログを
活用し、物理的なハンディキャップを超えて仮
想的な存在が再現される。

インクルーシブ社会
出生から現在までのデータが履歴書に代わる。
また外国人が国内で大量に働き、自動翻訳
で会話がなされる。

多重人格社会
バーチャル空間の拡張を通じて人格が複数
存在するようになり、それらを使い分ける社会
となる。また、所属する国や組織も複数になる。

脱空間社会
職場や地域のしがらみから解放され、空間
的・時間的な自由度が高まる。物理的ボーダ
レスとなり、公共機能を民間組織が担う。

移動と物流の高度化社会
パーソナル物流システムが完備される。都市と
地方の区別など様々なデバイドが消滅し、不
公平や格差を感じない。

Inclusion 誰一人取り残さない Sustainability 持続可能な日本

ユビキタス生活社会
地方に居ても都市で仕事、日本に居ても海
外で学ぶなど、ボーダレスに活動できる。個人
は分散しているがその距離は縮まっている。

高齢者のモチベーションを創出・保障する社会
“未病”の概念が一般化。健康で長い人生と
急速な社会変化を受けて、学び直しの重要
性が高まり、高齢者の働く意欲と能力が生か
される。

資源不足に不安のない社会
物質循環とインフラ管理をベースに再編成さ
れる。水・エネルギー・都市の一体的構築を
輸出し、リサイクルとものづくりが一体化される。
農作業のロボット化により食料料自給率が
上昇する。

多様性を担保した上で科学技術を
最大限に活用する社会

女性や高齢者も無理せず働く。死のマネジメ
ントが必要な社会。また、AIより人間が優れ
た部分が残り、AIと共生する。

超高齢化でイノベーションを起こす社会
高齢化をイノベーションの起爆剤とする。個別
化医療の完成、エピジェネティクス工学の進
歩による癌の克服、人工子宮、高齢者の起
業等が実現する。

次世代IoTによる超低炭素社会
高度IoTによりモノの耐久性が著しく向上、環
境負荷が低減する。使用者は長寿命化の
手段を講じる。

サステナビリティ（海洋活用）
太平洋に面する日本が、平和的な手段で海
洋資源及び海洋空間の利活用に積極的か
つ国際協調的に取り組む。



健康・医療・
生命科学

(96)

農林水産・食品・
バイオテクノロジー

(97)

環境・資源・
エネルギー

(106)

ICT・
アナリティクス・
サービス (107)

マテリアル・
デバイス・プロセス

(101)

都市・建築・
土木・交通

(95)

宇宙・海洋・地球・
科学基盤

(100)
医薬品（再生・細
胞医療製品、遺伝
子治療製品を含
む）(20)

生産エコシステム
(19)

エネルギー変換
(25)

未来社会デザイン
(5)

物質・材料 (11)
国土利用・保全
(11)

宇宙 (11)

医療機器開発 (12)
フードエコシステム
(12)

エネルギーシステム
(12)

データサイエンス ・AI 
(11)

プロセス・マニュファク
チャリング (12)

建築 (12) 海洋 (10)

老化及び非感染性
疾患 (19)

資源エコシステム
(14)

資源開発・リデュー
ス・リユース・リサイク
ル（3R）(28)

コンピュータシステム
(12)

計算科学・データ科
学 (13)

社会基盤施設 (11) 地球 (13)

脳科学（精神・神
経疾患、認知・行動
科学を含む）(10)

システム基盤 (12) 水 (12)
IoT・ロボティックス
(9)

先端計測・解析手
法 (16)

都市・環境 (9) 観測・予測 (10)

健康危機管理（感
染症、救急医療、
災害医療を含む）
(10)

次世代バイオテクノロ
ジー (15)

地球温暖化 (7)
ネットワーク・インフラ
(11)

応用デバイス・システ
ム（ICT・ナノエレク
トロニクス分野）
(14)

建設生産システム
(9)

計算・数理・情報科
学 (11)

情報と健康、社会
医学 (13)

バイオマス (9)
環境保全（解析・
予測・評価、修復・
再生、計画）(16)

セキュリティ、プライバ
シー (10)

応用デバイス・システ
ム（環境・エネル
ギー分野）(9)

交通システム (12)
素粒子・原子核、加
速器 (9)

生命科学基盤技術
（計測技術、データ
標準化等を含む）
(12)

安全・安心・健康
(9)

リスクマネジメント
(6)

サービスサイエンス
(12)

応用デバイス・システ
ム（インフラ・モビリ
ティ分野）(11)

車・鉄道・船舶・航
空 (13)

量子ビーム：放射
光 (12)

コミュニティ (7)
産業、ビジネス、経
営応用 (10)

応用デバイス・システ
ム（ライフ・バイオ分
野）(15)

防災・減災技術
(9)

量子ビーム：中性
子・ミュオン・荷電粒
子等 (13)

政策、制度設計支
援技術 (8)

防災・減災情報
(9)

光・量子技術 (11)

社会実装 (10)
インタラクション (9)
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第11回科学技術予測調査（科学技術の未来像：デルファイ調査）

デルファイ調査における7分野59細目

＊カッコ内は含まれるトピック数
＊細目は、アンケート回答の便宜のために設けた区分であり、分野分類ではない。
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第11回科学技術予測調査（科学技術の未来像：デルファイ調査）

科学技術トピックに対する質問項目

項目 内容 選択肢

重要度
（単数選択）

30年後の望ましい社会を実現する
上で、日本にとっての現在の重要度

非常に高い、高い、どちらでもない、低い、非常に低い、
わからない

国際競争力
（単数選択）

現在の日本が置かれた国際競争力
の状況

非常に高い、高い、どちらでもない、低い、非常に低い、
わからない

科学技術的実現
見通し
（単数選択）

日本を含む世界のどこかで
科学技術的に実現する時期

実現済み、2025年以前、2026～2030年、
2031～2035年、 2036～2040年、
2041～2045年、2046～2050年、2051年以降、
実現しない、わからない

科学技術的実現に
向けた政策手段
（複数選択可）

科学技術的な実現に向け、
求められる政策手段

人材の育成・確保、研究開発費の拡充、
研究基盤整備、国内連携・協力、国際連携・標準化、
法規制の整備、倫理的課題への対応、その他

社会的実現見通し
（単数選択）

日本を含む世界のどこかでの
科学技術的な実現に続き、
日本で社会的に実現する時期

実現済み、2025年以前、2026～2030年、
2031～2035年、 2036～2040年、
2041～2045年、2046～2050年、2051年以降、
実現しない、わからない

社会的実現に
向けた政策手段
（複数選択可）

日本での社会的な実現に向け、
求められる政策手段

人材の育成・確保、事業補助、事業環境整備、
国内連携・協力、国際連携・標準化、法規制の整備、
倫理的・法的・社会的課題への対応、その他

＊科学技術的実現とは、所期の性能を得るなど技術的な環境が整う、例えば、研究室段階で技術開発の見通しがつくこと。または、原理・現象が科学的に明らかにされること。
＊社会的実現とは、実現された技術が製品やサービス等として利用可能な状況となること。トピックによっては普及すること。科学技術以外のトピックであれば、制度が確立する、倫理規範
が確立する、価値観が形成される、社会的合意が形成される等。日本社会での実現ではなく、日本が主体となって行う国際的な活動により実現する場合も含む。
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第11回科学技術予測調査（基本シナリオ）

［Ａ］人間らしさを再考し、多様性を認め共生する社会

求められる
政策対応

2020 2030 2040

画像認識と音声認識が融合した、映画音声のリアルタイム自動翻訳（2027/2029）

高齢者や視覚障がい者が安心して自由に行動できる情報を提
供するナビゲーションシステム（2025/2028）

小都市(人口10万人未満)における100％再生エネルギーのスマートシティ化を実現する、
スマートグリッド制御システム（2029/2033）

個人の体験を、感覚情報のみならず、その時の心理状態なども含めて生々しい肌感覚として記録し、
それを編集・伝達・体験・共有できるようにするメディア（2030/2033）

脳機能を細胞レベルで非侵襲的に測定できるイメージング技術（2030/2035）

脳機能
イメージング

体験伝達
メディア

多言語・
非言語ナビ

自立型
都市圏

関連科学技術トピック例 社会の未来像まとめ

• 異質な文化や価値観を持つ人々が相互理解を進めるための方策
• 持続可能なインフラ維持・管理方策

共生する社会

人間らしくいられる社会

多様性のある社会

・各種拠点の多様化
・価値観の共有でつながる
・実体験の価値見直し

・感情の科学
・リアリティのある感情伝達と共有
・迅速な心のケアネットワーク

・異なる文化や価値観の
理解と受容

無形・個人

人間が人間らしく、多様性を認め共生する社会を実現するためには、感情の変化を検知すること、体験を共有し
共感を得ること、国や年代や障害などを超えてコミュニケーションができることが必要となる。このためには、例えば、
脳機能の把握やコミュニケーションを高度化する科学技術が必要となる。

概

要

科学技術的実現時期（所期の性能を得るなど技術的な環境が整う時期）
社会会的実現時期（実現された技術が製品やサービス等として利用可能な状況となる時期）
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第11回科学技術予測調査（基本シナリオ）

［Ｂ］リアルとバーチャルの調和が進んだ柔軟な社会

人やロボットなどがネットワーク化されてリアル世界とバーチャル世界が共存・調和し、様々な変化に柔軟に対応する
社会を実現するためには、様々な形態の情報の取得と共有が必要となる。このためには、例えば、あらゆる情報を
データ化して蓄積・分析する技術、機械とのインタフェースなどの技術が必要となる。

無形・社会

2020 2030 2040

• 機械に代替される／されない技能を区別し、これを見越した技能の育成・継承方策
• プライバシーとセキュリティの関係の整理、並びにこれらに関する社会的合意形成

求められる
政策対応

概

要

病変部位の迅速識別能力の向上と早期発見が可能となる、
非侵襲診断機器のコンパクト化とAI導入（2026/2028）

非定形の文章・会話から所望の情報を抽出できる自然言語処理技術（2026/2029）

誰もが遠隔地の人やロボットの動作の一部もしくは全身を自在に操り、身体の貸主や
周囲の人と協調して作業を行うことができる身体共有技術（2030/2033）

運動や記憶、情報処理、自然治癒など、人の心身における各種能力を加速・サポートするための、
センシング・情報処理・アクチュエーション機能が統合された超小型HMIデバイス（2029/2032）

重要インフラ、自動車などの制御システムや個人用IoT機器・サービスに
対し不正な侵入を防止する技術（2028/2029）

リアルタイム
モニタリング

情報抽出

ロボット・
ﾋｭｰﾏﾝﾏｼﾝ
ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

関連科学技術トピック例 社会の未来像まとめ

健康な人間・健康な地球

データ共有社会

多次元社会

・血縁や地縁を超えたつながり
・時空を超えたつながり

・データのオープン化
・リソースの共有
・ロボットによる作業代替

・どこでも高度医療
・国際的地球環境モニタリング

科学技術的実現時期（所期の性能を得るなど技術的な環境が整う時期）
社会会的実現時期（実現された技術が製品やサービス等として利用可能な状況となる時期）
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第11回科学技術予測調査（基本シナリオ）

［Ｃ］人間機能の維持回復とデジタルアシスタントの融合
による「個性」が拡張した社会

人間の機能が拡張または飛躍的に向上し、その新しい「個性」が発揮される社会を実現するためには、誰もが心
身の望ましい状態を獲得・自己管理できることが必要となる。このためには、例えば、身体機能を補う生体適合材
料やロボット、個人の特性に合わせた心身の健康管理や医療、技能アーカイブなどの技術が必要となる。

有形・個人

2020 2030 2040

• 倫理的問題（人体操作と人間の尊厳）の社会的合意形成と法規制整備
• 医療倫理確立のための社会的合意形成と法規制整備

求められる
政策対応

概

要

ナノテクノロジーによる生体人工物界面制御の精密化に基づく、高機能インプラント機器やドラッグ
デリバリーシステム（DDS）技術を可能とする高度な生体適合性材料（2029/2032）

病状コント
ロール

生体適合

AI活用

関連科学技術トピック例 社会の未来像まとめ

達人社会

心身の安定した社会

身体機能の拡張した社会

・身体の補完
・人間と機械の融合

・性格に合わせた支援
・心身の健康の自己コントール

・モノづくりや農業の達人
・外部ネットワークの活用

匠（熟練技能者など）の技能の計測とモデリングを通じ、暗黙知を自動的にアーカイブ
化するシステム（2026/2029）

人の感覚について、喪失した場合には補い、さらには超人的レベルを達成するよう補強する
バイオミメティクス材料（2032/2036）

自律神経系・精神的ストレス・うつ病と生活習慣病の相互作用の解明による、悪循環を
たちきる方法(2030/2034）

血液による、がんや認知症の早期診断・病態モニタリング（2027/2029）

科学技術的実現時期（所期の性能を得るなど技術的な環境が整う時期）
社会会的実現時期（実現された技術が製品やサービス等として利用可能な状況となる時期）
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第11回科学技術予測調査（基本シナリオ）

［Ｄ］カスタマイズと全体最適化が共存し、
自分らしく生き続けられる社会

概

要

カスタマイズと全体最適のバランスがとれた持続可能な社会を実現するためには、非常時も含めた適正な資源の配
置と資源循環が必要となる。そのためには、例えば、モニタリング・センシング・予測、小規模生産、消費や行動の
情報分析、冗長的なシステム構築などの技術が必要となる。

有形・社会

2020 2030 2040

• 様々なサービスの費用負担（受益者負担／公的負担）の取り決め
• 市民教育の充実

求められる
政策対応

体内情報をモニタリングするウェアラブルデバイス（2028/2031）

IoT機器を活用した大規模地震災害時のリアルタイム被害
把握・拡大予測システム（2026/2028）

モニタリング・
センシング

関連科学技術トピック例 社会の未来像まとめ

カスタマイズ社会

備える社会

最適化社会

・資源循環
・冗長的な最適化
・持たない暮らし

・災害から生き残る
・モニタリングと予測
・意思決定支援

・データに基づく個別対応
・個人生産

個別化

従来の大量生産技術と同等の生産性を有する付加製造
（3Dプリンティング）技術（2027/2030）

電気自動車のための交換不要な長寿命かつ低コストの二次電池（2029/2032）

エネルギー
システム

経済的かつ大規模安定供給可能な長期の水素貯蔵技術（2032/2034）

科学技術的実現時期（所期の性能を得るなど技術的な環境が整う時期）
社会会的実現時期（実現された技術が製品やサービス等として利用可能な状況となる時期）



38

第11回科学技術予測調査（未来につなぐクローズアップ科学技術領域）

1 【社会・経済の成長と変化に適応する社会課題解決技術】

2025 2030 2035

プレシジョン医療の実現や医療の質向上に資する、
ICチップが組み込まれた保険証等による病歴、薬
歴、個人ゲノム情報の管理システム（2026）

フィールドオミックス、フェノミクスなどから得られたビッグデータ
とAIによる育種の超高速化（テーラーメイド）（2029）

モノとの二分論によるサービスの定義が完全に過去のものとなり、個人や
社会に対して価値をもたらす行為全般との認識が浸透した上での、
Service Dominant Logicなどをより発展させた新理論（2028）

フィジカル・サイバー空間のシームレス結合によるイ
ンフラのモニタリング、予測、制御技術（2028）

教育にAI・ブロックチェーンが導入され、学校法人の枠を超えた学
習スタイルが構築され、生涯スキルアップ社会の実現（2028）

情報技術（IoT、AI、ビッグデータ等）を用いた暑熱
リスクのリアルタイム監視・警報システム（2027）

社会実装前のサービスシステムを、経済的・
技術的・社会的な観点から、定性的／定量
的にシミュレーションする技術（2032）

社会的インフラストラクチャー、都市建築空間、教育、医療、金融などの多様な社会的共
通資本のサービス・ソリューションに向けたブロックチェーン、量子コンピューティング、認知科
学・行動経済学など、複雑な社会現象（ラージ・ソーシャルコンプレックスシステムズ）が抱
える課題を解決する科学技術領域

2033
2029

2031

＜人間・社会＞

法規制のもたらす社会・経済的インパクトの推定を可能とする、
個人や集団が置かれている状況把握のリアルタイム化を含む、
適切な助言やリスクの提示を行うシステム（政策助言システム、
高度医療助言システムなどを含む）（2031）

2032

基盤情報技術・システム

社会的共通資本のサービス・ソリューション

ワードクラウド

すべての国民がITリテラシーを身につけることによる、
誰もがデジタル化の便益を享受できるインクルーシブ
な社会の実現とIT人材不足の解消（2028）

社会基盤としてブロックチェーンが広く用いられたと
きに最適なコンピュータアーキテクチャ（2027）

社会的実現時期

注：年表は、社会的実現時期（実現された技術が製品やサービス等として利用可能な状況となる時期）による。各トピック文末のカッコ内は、科学技術的実現時期
（所期の性能を得るなど技術的な環境が整う時期）。年は、いずれもアンケート結果の中央値。
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第11回科学技術予測調査（未来につなぐクローズアップ科学技術領域）

2 【プレシジョン医療をめざした
次世代バイオモニタリングとバイオエンジニアリング】

細胞や細胞内のタンパク質、アミノ酸、イオン
等の動態を、マイクロ秒以下の時間分解能
で追尾可能なモニタリング技術（2031）

2030 2035 2040

低分子化合物・ペプチド・抗体・核酸に
次ぐ新規機能分子の医薬（2029）

免疫拒絶回避を完全にできる同種由
来再生医療技術・製品（2031）

マイクロ・ナノマシンや生体分子等の
配置や運動を自在に制御・計測する
光技術（2030）

次世代ゲノム編集技術による、遺伝子修復治療や単一遺伝
病の治療を広汎に実現する遺伝子治療法（2029）

3Dプリンティング技術を用いた再生組織・臓器の製
造（バイオファブリケーション）（2031）

生体内に内在する幹細胞、あるいは移
植された幹細胞の機能を制御すること
による再生医療技術（2030）

完全非侵襲・高感度・高精細・リアルタイムモニタリングにより、人の個体から組織・臓器、
細胞、分子レベルにわたり生命現象を捉えることで、バイオエンジニアリングによる再生・細
胞医療や次世代ゲノム編集技術による遺伝子治療のような高度医療の技術開発につな
ぐ科学技術領域

2033
2034

2038
2032

光をほとんどあてずに測定する被写体（生
体）にダメージを全く与えない、量子もつれを利
用したイメージング技術（2035）

ワードクラウド

＜人間・社会＞＜基盤S&T＞

*プレシジョン医療：遺伝子、環
境、ライフスタイルに関する個人ごと
の違いを考慮した疾病の予防・治
療

バイオモニタリング

バイオエンジニアリング

細胞の位置情報を保持した上での1
細胞オミックス解析技術（2028）

循環体液中の生体高分子や低分子の低侵
襲リアルタイムモニタリングシステム（2030）

注：青太枠は、国際競争力0.5超の科学技術トピック（+2：非常に高い、＋1：高い、0：どちらでもない、-1：低い、-2：非常に低い）。
注：年表は、社会的実現時期（実現された技術が製品やサービス等として利用可能な状況となる時期）による。各トピック文末のカッコ内は、科学技術的実現時期
（所期の性能を得るなど技術的な環境が整う時期）。年は、いずれもアンケート結果の中央値。
。

社会的実現時期
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第11回科学技術予測調査（未来につなぐクローズアップ科学技術領域）

3 【先端計測技術と情報科学ツールを活用した
原子・分子レベルの解析技術】

量子もつれ光による超高精度測定を利用した新
規な生命現象、生化学現象の解明（2033）

2025 2030 2035

情報科学(機械学習、ベイズ推定、デー
タ同化、最適化問題等）を活用した放
射光計測技術の高度化（2025） 量子化学計算に基づく薬

剤や触媒デザインを可能に
する量子シミュレータ
（2031）

合成プロセスシミュレーション、加工
プロセスシミュレーション、実利用環
境における機能予測を一環して可
能とするシミュレーション技術
（2029）

創薬や投資・金融の意思決定等に係る効
率を3桁改善する、従来のコンピュータ、量子
アニーリングマシーン、ゲート型量子コンピュー
タのハイブリッドシステム（2030）

iPS細胞等によるバイオアッセイ系とスパ
コンによる薬物動態シミュレーション技
術により、テイラーメイド医薬品・化粧
品等を開発する手法（2031）

短・中期気象予報と生物学的知識とAIを
融合した高精度作物モデルの統合による農
作物の生育予測・診断システム（2028）

量子ビーム応用などの先端計測や、シミュレーション・インフォマティクス・AIなどの情報科
学ツールを活用した、構造・機能材料、高分子、生体分子などの構造や状態の解析・解
明・予測、農作物や医薬品の開発・品質管理に関する科学技術領域

2028
2031 2032 20332026

2034 2036

ワードクラウド
＜基盤S&T＞

高度計測技術（材料・農作物・生体）

先端計測とデータ科学の
融合による解析の高度化

計算科学応用技術

X線からテラヘルツにいたる広帯域超小型光デバイス、オミック
ス・化学分析とICTを用いた携帯型の農作物のハイスループッ
ト（高速大量処理）表現型計測システム（2028）

中性子やX線を用いて、実働過程における機能材
料・構造材料の3次元応力・ひずみ、磁場分布等を
可視化し、その場観測する技術（2026）

ピコメータースケールで原子・分子
の内部を可視化できる超高解像
度顕微鏡（2031）

注：青太枠は、国際競争力0.5超の科学技術トピック（+2：非常に高い、＋1：高い、0：どちらでもない、-1：低い、-2：非常に低い）。
注：年表は、社会的実現時期（実現された技術が製品やサービス等として利用可能な状況となる時期）による。各トピック文末のカッコ内は、科学技術的実現時期
（所期の性能を得るなど技術的な環境が整う時期）。年は、いずれもアンケート結果の中央値

社会的実現時期
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第11回科学技術予測調査（未来につなぐクローズアップ科学技術領域）

4 【新規構造・機能の材料と製造システムの創成】

2025 2030 2035

インターモーダル輸送において温度・衝撃・成分変化
などを自動的に計測し、生産・輸送・保管・使用・
廃棄に至るトレースが可能なシステム（2025）

経年劣化・損傷に対する自己修復機能
を有し、ビル等の建築構造物の機能を
維持できる構造材料（2033）

レアメタル品位の低い特殊鋼などの使用済製
品からも有用金属を経済的に分離、回収す
る技術（2030）

バイオミメティクスに基づく表面や構造を有し、耐久性、安全性
が飛躍的に向上する生体適合材料（2028）

電気自動車のための交換不要な長寿命かつ
低コストの二次電池（寿命15年・コスト0.5
万円/kWh以下）（2029）

人と同じソフトな動きと感触を可能にするためのロボット
向けの機能をもつソフトマテリアル（2028）

人工肉など人工食材をベースに、食品をオーダメイドで製
造（造形）する3Ｄフードプリンディング技術（2028）

摩擦、応力、電磁場、熱、光、媒質などの外場要因のある系での原
子スケールの化学反応から、マクロスケールの特性やその劣化などの経
時変化を総体的に解析・予測するマルチスケールシミュレーション技術
（2029）

材料から構造物、環境、医療に関わる要素技術まで生活環境向上に寄与する、シミュレー
ションとデータ活用による材料の構造・物性予測や、材料・デバイスの実用化のための先進
製造・流通システムやコスト低減に関する科学技術領域

2028
2031 2032

2033

ワードクラウド
＜基盤S&T＞

先進製造・材料開発システム

生活・環境に関わる先進材料技術

形状加工後に自発的に変形・結合することで
機能発現やシステム融合を可能にする技術
（4Dプリンティング・4Dマテリアル）（2030）

複数の材料（マルチマテリアル）で構成され、かつ自由な形状
を有する機能的な構造体を製造する技術（2028）

注：青太枠は、国際競争力0.5超の科学技術トピック（+2：非常に高い、＋1：高い、0：どちらでもない、-1：低い、-2：非常に低い）。
注：年表は、社会的実現時期（実現された技術が製品やサービス等として利用可能な状況となる時期）による。各トピック文末のカッコ内は、科学技術的実現時
期（所期の性能を得るなど技術的な環境が整う時期）。年は、いずれもアンケート結果の中央値。

社会的実現時期
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第11回科学技術予測調査（未来につなぐクローズアップ科学技術領域）

5 【ICTを革新する電子・量子デバイス】

注：青太枠は、国際競争力0.5超の科学技術トピック（+2：非常に高い、＋1：高い、0：どちらでもない、-1：低い、-2：非常に低い）。
注：年表は、社会的実現時期（実現された技術が製品やサービス等として利用可能な状況となる時期）による。各トピック文末のカッコ内は、科学技術的実現時
期（所期の性能を得るなど技術的な環境が整う時期）。年は、いずれもアンケート結果の中央値。

2030 2035 2040

低コストで、曲面や可動部に装着できる、移動度が単結晶シリコンレベル
の印刷可能で安定なフレキシブル有機半導体トランジスタ（2029）

量子しきい値ゲートや学習のフィード
バック含めた量子通信路、量子メモリ等
の実現による、量子ニューラルネットワー
ク（2035）

室温で量子コヒーレンスを長時間保つ新材料（2034）

超小型でショットノイズ限界を超える量子センサ（2034）

古典ゲート型コンピュータに比べて演算数を10桁以上削減できる、ゲー
ト型量子コンピュータの特性を十分に生かすアルゴリズム（2031）

急峻on/offトランジスタ・アナログ記憶素子のモノリシック三次元
集積により実現する超並列・低消費電力AIチップ（2030）

単一スピンを情報担体としCMOSデバイスではなし得ない高
速性と低消費電力性の双方を有する情報素子（2033）

コヒーレント時間が10ミリ秒を超える、超伝導量子ビット、NV
（窒素-空孔）センターなどの量子センサー（2028）

炭化ケイ素(SiC)、窒化ガリウム(GaN)を更に超え
る電力・動力用高効率パワー半導体（2029）

ICT革新に寄与する、高速・高密度・低消費電力の電子・情報デバイス、高効率
パワーデバイス、高コヒーレンス*量子デバイス（量子コンピューティング・センシング）に
関する科学技術領域

2032
2033

2036 2037 2038

＜基盤S&T＞

*ここでは量子状態
の持続時間（安定
性）を示す。

核磁気共鳴や超伝導など現在考察されている量子ゲート実現手法
のスケーラビリティの大幅な改良による、数百ビットのコヒーレンスが保
たれるゲート型量子コンピュータ（量子回路）（2033）

高機能・省エネルギー電子デバイス

量子デバイス
（コンピューティング・センシング）

ワードクラウド

社会的実現時期
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第11回科学技術予測調査（未来につなぐクローズアップ科学技術領域）

6 【宇宙利用による地球環境と資源のモニタリング・評価・予測技術】

衛星観測と地上観測の効果的な統融合により、
全国の地下水マップの一般化（2029）

2030 2035 2040

人工衛星、海洋・海中センサー及び自律無人探査
機（AUV）等により地下資源・海洋資源等を発
見するための観測・データ処理システム（2028）

ICT、人工衛星などを有効活用した効
率的な鉱山探査技術（2029）

雪を資源として有効利用するための気候・降雪モデルや観
測に基づく、水資源及びエネルギー最適化技術（2029）

リモートセンシングやネットワークを活用した森林/海藻・海草など
の農林水産資源の広域モニタリングシステム（2028）

東アジア・東南アジア・豪州における食料・水・災害リス
ク管理に利用するため、静止衛星により、陸域・沿岸域
を空間分解能30mで常時観測する技術（2029）

地球環境・資源を地上や人工衛星から複合的にモニタリング・評価し、数理モデルで
予測することにより、人間活動がもたらす地球環境の変化や自然災害への対処、
エネルギー、地下・海洋資源や農林水産資源の探索に寄与する科学技術領域

2033
2031 2032

高解像度大気循環モデルと海洋大循環モデルおよび
社会活動に伴う物質・エネルギー循環をデータ同化に
よって考慮した地球環境予測モデルに基づく、100年
にわたる長期地球環境変動予測（2032）

＜地球・環境＞
ワードクラウド

地球環境のモニタリング・
評価・予測

氷海域（氷海下含む）における海洋環境モニターや海底
探査（石油、天然ガス、鉱物資源等）技術（2030）

地球環境／資源のモニタリング・評価・予測

資源のモニタリング・
評価・予測

携帯情報端末やリモートセンシング等に基づく
ビッグデータ利用による植生分布と生態系機能
のモニタリングシステム（2028）

水環境質の非接触型連続センシングによる
水域同時連続モニタリング技術（2029）

注：青太枠は、国際競争力0.5超の科学技術トピック（+2：非常に高い、＋1：高い、0：どちらでもない、-1：低い、-2：非常に低い）。
注：年表は、社会的実現時期（実現された技術が製品やサービス等として利用可能な状況となる時期）による。各トピック文末のカッコ内は、科学技術的実現時
期（所期の性能を得るなど技術的な環境が整う時期）。年は、いずれもアンケート結果の中央値。

社会的実現時期
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第11回科学技術予測調査（未来につなぐクローズアップ科学技術領域）

7 【サーキュラーエコノミー推進に向けた科学技術】

2030 2035 2040

水素社会を目指して、貴金属使用量が触
媒劣化を考慮した上で、対2018年比で
10分の1以下となる燃料電池（2032）

大気から回収されたCO2と非化石エネル
ギー起源の水素からの炭化水素燃料
（航空機燃料など）の製造（2035）

バイオマスからのエネルギーと有用
物質のコプロダクション（2029）

CO2の還元による再資源化（燃料や化学原料を合
成）をエネルギー効率20%以上で可能とする、光還元
触媒および人工光合成（2036）

CO2固定化や廃棄物の再資源化プロセスを実現する、生分解
性材料あるいは生化学的機能を有する材料（2031）

資源の循環と持続可能な生産に向けた、CO2や廃棄物の再資源化技術、バイオマス
利用技術、高レベル放射性廃棄物処理技術、レアメタルの回収・利用技術、環境循
環の中での有害化学物質等の管理技術に関する科学技術領域

2033
2031

2032

再資源化
ーレアメタルー

海水中から経済的にウランなどの稀
少金属を回収する技術（）

＜地球・環境＞

2045
2034 2039

2044

*サーキュラーエコノミー：従来の資源
を消費して廃棄するという一方向の経
済に対して、消費された資源を回収し
再生・再利用し続けることで経済成長
を実現する新たな経済モデル

廃棄物、有害物質の処理・管理

再資源化
－エネルギー、有用物質－

ワードクラウド

高レベル放射性廃棄物中の放射性核種
を加速器の使用により核変換して、廃棄物
量を激減させる技術（）

物質フローの共通データベース化によ
る資源・有害物質の管理（2030）

小型電子機器類、廃棄物・下水汚
泥焼却飛灰からレアメタルを合理的に
回収・利用する技術（2028）

植物・微生物を利用して土壌中のダ
イオキシン類や重金属、レアメタルを効
果的に除去、抽出する技術（）

注：青太枠は、国際競争力0.5超の科学技術トピック（+2：非常に高い、＋1：高い、0：どちらでもない、-1：低い、-2：非常に低い）。
注：年表は、社会的実現時期（実現された技術が製品やサービス等として利用可能な状況となる時期）による。各トピック文末のカッコ内は、科学技術的実現時
期（所期の性能を得るなど技術的な環境が整う時期）。年は、いずれもアンケート結果の中央値。

社会的実現時期
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第11回科学技術予測調査（未来につなぐクローズアップ科学技術領域）

8 【自然災害に関する先進的観測・予測技術】

2025 2030 2035

高解像度シミュレーションとデータ同化に
より、100m以下の空間分解能で数時
間後の局地豪雨、竜巻、降雹、落雷、
降雪等を予測する技術（2027）

長期的な環境保全・維持管
理を統合した河道設計技術
（2029）

局地的短時間豪雨の高精度予測に基
づく斜面崩壊および土構造物のリアルタ
イム被害予測（2027）

予測と観測を合わせ、破堤を事前に察知する技術（2028）

豪雨や地震・火山噴火等の自然災害とそれらが及ぼす被害の先進的観測・予測技術と防
災・減災技術、および山地や海岸線等の国土変化予測による国土保全、長期的な環境
保全・維持管理を統合した河道設計等に関する科学技術領域

20332029
2036

ワードクラウド
＜地球・環境＞＜人間・社会＞

流砂系の推定に基づいて山地や海岸線等の国土変化を
予測し、適切に国土を保全する技術（2032）

2032

地震と火山の観測・予測

風水害等の予測と国土の保全・設計

活断層履歴及び火山噴火史を解明するため、5～10万
年前の年代測定精度を向上させる技術（2030）

原子力発電所建屋・配管・原子炉
のデジタルツインを利用した地震被
害リアルタイム判定技術（2028）

マグニチュード7以上の内陸地震の発生場所、規模、発生
時期（30年以内）、被害の予測技術（2037）

地震発生域規模で地殻内の広域応力場
を測定する技術（2030）

日本国内の全活火山に対し、次に噴火しそう
な、もしくはしそうにない火山を見い出すための
切迫度評価（2031）

注：青太枠は、国際競争力0.5超の科学技術トピック（+2：非常に高い、＋1：高い、0：どちらでもない、-1：低い、-2：非常に低い）。
注：年表は、社会的実現時期（実現された技術が製品やサービス等として利用可能な状況となる時期）による。各トピック文末のカッコ内は、科学技術的実現時期
（所期の性能を得るなど技術的な環境が整う時期）。年は、いずれもアンケート結果の中央値。

社会的実現時期



◆ 実現状況調査（2009年12月実施）

◆ 調査実施から20年以上経過した第1回調査(1971)から第5回調査(1992)の科学技術トピックについ
て、その時点での実現有無（実現年は問わない）を第9回デルファイ調査分科会委員が評価

• 約７割のトピックが実現

• 全体を通じて、実現率が高いのは、ライフサイエンス、環境など、低いのは、エネルギー、交通など。
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これまでの科学技術予測調査の評価
（１）科学技術トピックの実現状況

0 20 40 60 80 100

第１回（1971年）

第２回（1977年）

第３回（1982年）

第４回（1987年）

第５回（1992年）

実現したトピックの割合（％）

実現 一部実現

0 20 40 60 80 100

材料･プロセス

情報・エレクトロニクス

ライフサイエンス

宇宙

素粒子

海洋・地球

鉱物・水資源

エネルギー

環境

農林水産

生産

都市・建築・土木

通信

交通

保健・医療

社会生活

対象全課題

実現したトピックの割合（％）＜第5回調査の例＞

＊「一部実現」とは、要求されている
内容の一部が実現したことを指す。

＜第1～5回調査の実現率＞
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これまでの科学技術予測調査の評価
（２）「ゲノム編集」に関連する過去調査の科学技術トピック

「ゲノム編集」技術のそれぞれの登場年

ZFNの登場(1996年初出) → TALENの登場(2010年初出) → CRISPR/Cas9の登場(2013年初出)

「遺伝子改変」「遺伝子発現操作」「ゲノム編集」に関わるトピックの変遷

• 第1回調査（1971年）～第7回調査（2001年）までの間は、改変技術自体を意識したトピックが中心。

• 第5回調査では「任意の位置の遺伝子改変」とあり、効率等はCRISPR級を意識したトピックの可能性もある。

• 第8回調査以降は、RNAiの発見(1998年)もあり、遺伝子発現に着目したトピックが中心になる。

• 言葉としての「ゲノム編集」は第10回(2015年)が初出。

• 「ゲノム」は第6回(1997年)が初出だが、ゲノム解析等、遺伝子配列の解析が中心。

• 第10回でも「遺伝子改変」はトピックにあるが、異種移植（医用モデルブタ）や、安全性を見るトピックに変化。

調査回 トピック 実現予測

1回 (1971) 遺伝子改造によって、型物質の転換が行われるようになる。 2000－

2回 (1977) 有用植物（微生物は除く）の形質改良に、分子生物学的手法（遺伝子操作など）が実用化される。 1998

3回 (1982) 高等動物の遺伝子の発現機構の解明が進み、その人為的操作が可能となる。 2004

4回 (1987) 遺伝子治療のための技術（例えば染色体操作）が開発される。 2005

5回 (1992) 生体系でヒトの染色体上の任意の位置への異種遺伝子、染色体断片の導入技術が開発される。 2008

7回(2001) 単原子・単分子を操作する技術がデバイス作製や遺伝子操作の技術として実用化される。 2015

8回(2005) 創薬に向けて、siRNAなどを用いて個体レベルで遺伝子発現を直接制御する技術 2014

8回(2005)
9回(2010)

時期および部位特異遺伝子発現などを利用し、人為的に導入した遺伝子の環境への拡散がない遺伝子組み
替え植物

2014(8回)
2019(9回)

10回(2015) ゲノム編集による優良（高品質・高収量）農産物作成技術 2025

10回(2015) 遺伝子改変作物や動物の安全性評価法の確立 2024
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これまでの科学技術予測調査の評価
（３）「量子」に関連する過去調査の科学技術トピック

• 「量子」の語を含むトピックは、4回調査（1988）が2件、5回調査（1992）が5件、6回調査（1997）が3件、7
回調査(2001）が3件、8回調査（2005）が5件、9回調査（2010）が10件。

• 量子細線・量子ドットは、半導体微細加工技術の進展により、1980年代後半より注目されトピックとして登場し、
2000年前後には一部技術などが実現している。

• 量子通信やコンピューティングは、超電導技術実現などを背景に2000年前後からトピックとして登場、2000年代に理
論やデバイス実証研究が進み、アルゴリズムや情報機器に関するトピックが出ている。2005年以降ではIBMのプロトタイ
プ実現などを背景に量子情報関連トピックが増え、特定用途が2030年ごろ、汎用はそれ以降が実現時期として示され
ている。

調査回 トピック 実現予測年

5回（1992） レーザの活性領域に量子細線や量子箱を用いた半導体レーザが普及する 2003

5回（1992） 光量子を用いた新たな暗号通信手段が開発される。 2013

5回（1992） フォトンの量子状態を利用した光ファイバ通信方式が開発される。 2011

6回（1997） 例えば電子波の位相を制御するような、量子位相デバイスが実用化される。 2012

6回（1997） 光の量子状態を制御する技術を用いた高感度センシング技術が開発される。 2013

7回（2001） 光増幅器で発生する雑音をほとんど抑制することができる（ショットノイズリミット通信を可能とする）量子
光通信方式が開発される。

2017

8回（2005） 実用的な量子暗号 2017/2027

8回（2005） 様々なアルゴリズムに適用可能な汎用性のある量子コンピューティング 2030/2036-

8回（2005） 高い安全性を保証する量子情報光通信システム 2018/2028

8回（2005） 現在の光通信の100万倍高速の大容量通信を惑星探査衛星等と行うための量子通信技術 2019/2029
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これまでの科学技術予測調査の評価
（４）「人工知能」に関連する過去調査の科学技術トピック

調査回 トピック 実現予測

4回（1988） 脳の思考過程を模擬した人工知能技術が開発される。

ベテラン教師の知識経験、実績のあがった教育事例等の高度エキスパート知識を内蔵して、教師
の能力拡大に資する教育用応答型人工知能システムが普及する。

2000

5回（1992） 各種の高度なセンサと人工知能（AI）をもち、食品加工工程全体を効率的に制御できる食品
製造工場が普及する。

2005

人工知能や人工現実感技術を導入したマンマシンインタフェースの改善により、建築の設計が容
易かつ高度化する。

1999

人工知能をもったリモコン型多目的農業ロボットが開発され、高齢者でも簡単に畑を耕したり、作
物を収穫したりすることができるようになる。

2003

6回（1997） プロ将棋の名人を破るソフトウェアが開発される。 2013

レーダー等のセンサー技術や人工知能技術の発展により船舶の衝突回避システムが実用化され
る。

2007

7回（2001） GPS等のセンサー技術や人工知能技術により船舶の自動離着桟システムが実用化される。 2010

• 「人工知能/AI/エキスパートシステム」の語を含むトピックは、4回調査（1988）が14件、5回調査（1992）が17件、
6回調査（1997）が11件、7回調査(2001）が7件、8回調査（2005）が3件、9回調査（2010）が0件、10
回調査（2015）が6件。

• 過去の関連トピックのうち、現時点で何らかの進展が見られると思われるトピックの例は、以下の通り。
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Disease Management Program
の将来展望

株式会社PREVENT
代表取締役 萩原悠太

2021.08.03

Beyond5G/6G時代における
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PREVENTの事業紹介

将来のDMPの姿とは

Beyond 5G/6Gを見据えた展望



会社名
名古屋大学医学部発スタートアップ

株式会社PREVENT / PREVENT Inc.

経営陣

代表取締役CEO

萩原悠太（理学療法士、心臓リハビリテーション指導士）

取締役CFO

松浦峻介（公認会計士）

技術顧問

山田純生 教授（名古屋大学大学院医学系研究科 総合保健学専攻）

資本金 100百万円

設立 2016年7月

住所

名古屋本社
名古屋市東区葵１丁目26-12 IKKO新栄ビル9階

東京支社
東京都中央区東日本橋2丁目14-1  DKK東日本橋ビル３F

事業内容
生活習慣病保有者に対する重症化予防事業
医療データ解析事業
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健康層 メタボ層 生活習慣病
保有層

疾病
保有層

持続的な
医学管理

ヘルスケア メディカル

対
象
者
数

高血圧症
1010万人

糖尿病
317万人

118万人

脳血管疾患

81万人

虚血性心疾患

Disease Management Program

PREVENTの
事業領域

4PREVENT Inc. All rights reserved.

•PHR事業

•インセンティブ

事業

•特定保健指導

•受診勧奨

•ダイエット支援

•栄養指導アプリ

未病・健康増進
事業



従業員
保険契約者

健保組合
生命保険会社

利用料

紹介指導プログラム

保健事業
支援

健保財政

健全化

従業員の
健康改善

• 高血圧症
• 糖尿病
• 脂質異常症
• 脳血管疾患
• 虚血性心疾患
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導入健康保険組合数の推移

全国120以上の健康保険組合で導入
（全国シェア約7%、愛知県内シェア30%超）

総組合員数250万人
2021年度は自治体国民健康保険向け事業も開始予定



生活習慣改善支援プログラム
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かかりつけ医・主治医の先生と連携を図りながらモニタリング機器を利用し、医療専門ス
タッフから健康づくりの個別指導を提供する6か月間のプログラムです

ユーザー
モニタリング機器

(PREVENT社より貸出)

スマホアプリ PREVENT

かかりつけ医
主治医

生活習慣の記録
(血圧、体重、服薬等)

学習教材の閲覧
チャット相談

Fitbit
歩数
脈拍
睡眠

減塩センサ
塩分摂取量

データの連携/入力

デ
ー
タ
の
連
携

担当の医療専門スタッフ※
が一人ひとりに合わせた健
康づくりプランを作成

治療・処置
アドバイス

電話面談
(1回/２週間)

経過レポートでの情報共有
本人を介して連携

生活習慣改善支援プログラムの全体像

※看護師、理学療法士、管理栄養士等

8



運動支援 食事支援 専門職支援
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9.5

ウェアラブル端末を用い
て身体活動量をモニタリ
ング

食事写真や食塩摂取量測
定機器を用いて適切な食
習慣管理

医療専門スタッフによる電
話面談（12回/6ヵ月）、
チャットでの健康づくりサ
ポート

コロナ感染拡大環境下でもオンライン完結型で
サービス提供が可能
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PREVENTの事業紹介

将来のDMPの姿とは

Beyond 5G/6Gを見据えた展望



将来のDMPの姿とは？ －自動化プログラム－

自動化支援プログラム
利用者のライフログや疾病状況に応じた健康づくり支援が自動化プログラムとして提供

音声プログラムによる指導 個人への最適化された目標設定

PREVENT Inc. All rights reserved. 11

約16万人の糖尿病患者を抱える世界最大のDMP企業

血糖モニタリングデバイスを付与し、その結果に対して
医療専門職が指導を提供

 Amazonと連携し、音声をベースとした高血圧管理

システムを発表

 将来的にはインプットデータにもとづきスマートス

ピーカー経由で疾病管理のサポートの提供を構想



複合疾患対応
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健康寿命の延伸とともに、複数の疾患とうまく付き合いながら生活をしていく必要性

将来のDMPの姿とは？ －個別化対応－

画像はHPより引用
https://physera.com/

画像はHPより引用
https://swordhealth.com/

生活習慣病以外の

慢性疾患

 整形外科疾患

 呼吸器疾患

 認知症

 精神疾患

 がん、など

https://physera.com/
https://physera.com/


どんな人が効果が高いのか？
Ex)減量効果

解析対象：肥満症合併者
（プログラム開始時BMI≧25.0）
350人 減量3.0％以上

46.0%

どのような方が減量3.0％以上を達成できたのか？

対象属性

平均年齢：53.8歳

男性/女性：314/36

開始時平均BMI：29.3kg/m2

PREVENT Inc. All rights reserved. 13

利用者属性に合わせた効果の最大化
将来のDMPの姿とは？ －個別化対応－



勤勉性が低い人は、減量効果へ抵抗性を有する可能性

-2.4

-3.3
-3.5

-3.8-4.0

-3.0

-2.0

-1.0

0.0

体重変化率と性格特性

体
重

変
化

率
（

％
）

Q1 Q2 Q3 Q4
低 ← 勤勉性スコア → 高

プログラム開始時BMI≧25.0
350人

P<0.001
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将来のDMPの姿とは？ －個別化対応－



-2.2
-2.7

-3.3

-5.0

-4.0

-3.0

-2.0

-1.0

0.0

プログラム開始時BMI≧25.0かつ勤勉性スコア中央値未満
175人

コミュニケーション量の違いによる減量効果の検討

体
重

変
化

率
（

％
）

プログラム期間中のチャットメッセージ回数

Q1 Q2 Q3少 多

P=0.041

コミュニケーション量と減量効果が関連

PREVENT Inc. All rights reserved. 15

将来のDMPの姿とは？ －個別化対応－



目標体重設定合意の有無による減量促進効果
プログラム開始時BMI≧25.0かつ勤勉性スコア中央値未満

175人

-3.6

-2.7

-4.0

-3.0

-2.0

-1.0

0.0

体
重

変
化

率
（

％
）

あり なし

目標体重設定の合意

P=0.032

2週間後までに

平均体重を75.0kg台にします！
80kg未満を３回以上だします！

指導内容の違いが減量効果に差をもたらした
PREVENT Inc. All rights reserved. 16

将来のDMPの姿とは？ －個別化対応－
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将来のDMPの姿とは

自動化

個別化

これまで医療専門職への属人性が高く、人的資源に依存していた行動変容支

援技術がデータ化されることによって、疾病管理プログラムの自動化が加速。

スケールに耐えうるスキームによってより多くの方へDMPが届けらる社会へ。

ライフログ、遺伝子情報、個人属性、疾病管理情報などあらゆる情報の集約

によって個人個人の状況に合わせて効果の最大化を求める個別性の高いプロ

グラム内容へ支援内容の最適化が進む。
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PREVENTの事業紹介

将来のDMPの姿とは

Beyond 5G/6Gを見据えた展望
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Beyond 5G/6Gを見据えた展望
各

業
界

の
未

来
の

姿
、

発
展

Beyond 5G/6Gの要求要件

個
別

性
に

特
化

さ
れ

た
D

M
P

が
利

用
可

能
に

あらゆるデータにもとづき効果の最大化が可能な自動化プログラムへ

4G/5G 未来の業界

4G/5G 現在の業界

Beyond5G/6G 未来の業界

Beyond5G/6G 現在の業界

診療ガイドラインや教科書的な

一律な健康づくり支援を人的資

源に依存して提供

個人個人の生活習慣や疾病状態

合わせた個別化された健康づく

りプランが提供可能に

IoTデバイスやライフログ、対

話ログ、遺伝子情報などDMP

へ活用可能なデータ量が急速に

増大

データ収集、最適化アルゴリズム

構築、フィードバックのループが

常に周り、あらゆる方へ個別最適

化されたDMPの提供が可能に
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Beyond 5G/6Gを見据えた展望

https://jp.freepik.com/free-vector/isometric-cinematograph-
illustration_5971913.htm#page=1&query=motion%20capture&position=0

https://jp.freepik.com/free-vector/consumer-electronics-isometric-
concept_4027542.htm#page=1&query=home%20device&position=12

https://jp.freepik.com/free-vector/global-data-security-personal-data-security-
cyber-data-security-online-concept-illustration-internet-security-or-information-
privacy-protection_12953631.htm#page=1&query=data%20security&position=1

https://storyset.com/illustration/online-personal-trainer/rafiki

データ量の多い情報の処理 あらゆるデバイス
との接続

強固なデータ
安全性管理

個人に最適化された
行動変容支援

整形外科疾患や脳卒中後の動作
解析データ、や遺伝子情報など

高血圧既往者の家屋環境として
の温度管理など

要配慮個人情報の管理体制と
安全な利活用環境の構築

エビデンスの構築とフィードバッ
クループの常時アップデート

超高速・大容量 超多数同時接続/拡張性 超安全性/信頼性 自律性/拡張性
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Beyond 5G/6Gを見据えた展望

医療情報 生活習慣
個人属性

遺伝子情報

生活環境 社会環境

あらゆるデータの集約
最適化アルゴリズムの

常時アップデート

フィードバック

個人へデバイスや環境へ政策へ

取り扱うデータ量が指数関数的に増大しながら自動化と最適化のループが高速に常時アップデートされていく世界

？



Confidential



未来はすでに存在している。

ただ均等に散らばっていないだけだ。
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370,000
(inc. cobots 18,000) 2,700,000 

Sold 
in the World 2019

Working 
in the World 2019

International Federation of Robotics
https://www.ltrobotics.eu/news/world-robotics-report/

ロボット（主に産業用ロボット）は、主に自動車・総合電気メーカー
の工場内でしか普及していないのが現状。

TXは、ロボットの活動領域を生産現場、工場の外にまで広げ、
社会の基本的なあり方を変革することを目指している。
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人間の生活環境に最適化されたハードウェア
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フレーム問題の解決

深層学習でAIは飛躍したが、「フレーム問題」は20-30年は超えられない
仮に99%自動化が出来ても1%の認識問題が解けないと導入が社会実装が難しい
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将来はロボットを二つのタイプに区別する必要が出てくる

一つは人間の認知・知覚能力を頼って動くタイプ

もう一つは自ら思考し、人間からのインプットを必要としないタイプ
（いわゆるニューラルネットワークベースのロボット）
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augmented workforce platform(AWP)
拡張労働基盤

インターネットはホワイトカラーの思考を送り届ける一方、
テレイグジスタンスはブルーカラーの思考も送り届けて身体の動きに変換する

エッセンシャルワーカーが自らの物理的な労働力を
どこからでも提供可能な労働基盤の構築



思考だけで、ロボットアームやコンピューター、
機械を制御する

脳波系、fMRI、BMI





肉体と機械がさらに融合し、周囲の世界を厳然たる思考だけで
コントロールできるようになる

念力（テレキネシス）の獲得



バーチャルツインの構築



最終的には、人間が複数の空間的・時間的スケールのネットワーク構造を介
してつながり、相互作用し、進化していく社会を目指していく

メタバース バーチャルツイン

2050年ごろはバーチャルと現実が見分けがつかないぐらい混ざり合った世界



最終的には、人間が複数の空間的・時間的スケールのネットワーク構造を介
してつながり、相互作用し、進化していく社会を目指していく

メタバース

2050年ごろはバーチャルと現実が見分けがつかないぐらい混ざり合った世界



今後のスケジュール

━━ ９月までの開催予定 ━━
第１回白書分科会 : 4月27日(火) 15:30-17:30
第２回白書分科会 : 5月25日(火) 15:00-18:00（第１回ビジョン作業班/技術作業班 合同開催）

第２回技術作業班 ： 6月15日(火) 13:30-14:45
第２回ビジョン作業班（2030年社会検討ワークショップ） ： 6月15日(火) 15:00-17:00

第３回白書分科会 : 6月22日(火) 15:00-18:00（第３回ビジョン作業班/技術作業班 合同開催）

第４回技術作業班 ： 7月 6日(火) 13:30-14:45
第４回ビジョン作業班（2030年社会検討ワークショップ） ： 7月20日(火) 15:00-18:00

第４回白書分科会 : 7月27日(火) 15:00-18:00（第５回ビジョン作業班/第５回技術作業班 合同開催）

第６回ビジョン作業班（2030年社会検討ワークショップ） ： 8月 3日(火) 15:00-18:00 （←本日）

第５回白書分科会 :  8月24日(火) 15:00-18:00（第７回ビジョン作業班/第６回技術作業班 合同開催）

第８回ビジョン作業班（2030年社会検討ワークショップ） ： 9月14日(火) 15:00-18:00
第６回白書分科会 :  9月28日(火) 15:00-18:00（第９回ビジョン作業班/第７回技術作業班 合同開催）

会合 開催日時（基本）
白書分科会（ビジョン作業班と技術作業班の合同開催） 毎月１回 第４火曜日 15時ー18時

ビジョン作業班 2030年社会検討ワークショップ 毎月１回 第２火曜日 15時ー18時
毎月１回 第４火曜日 15時ー18時の一部※

技術作業班 毎月１回 第４火曜日 15時ー18時の一部※

（※）白書分科会と合同開催
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